
土
左
日
記
の
指
示
表
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題

半日

沢5

干丈

〔
前
提
1
の
1
〕

日
本
語
の
指
示
語
は
、
佐
久
間
鼎
〔
一
九
三
六
〕
の
命
名
に
よ
る
「
コ
ソ
ア
ド
」
と
い
う
体
系
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
体
系
が
あ
る
と
は
、
コ
ソ
ア
ド

の
そ
れ
ぞ
れ
を
語
頭
音
と
す
る
語
群
に
全
体
と
し
て
形
態
と
機
能
に
お
け
る
共
通
性
と
弁
別
性
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
現
代
語
の
み
な

ら
ず
、
基
本
的
に
は
古
代
語
か
ら
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

コ
ソ
ア
ド
に
お
け
る
弁
別
性
の
根
拠
は
、
話
し
手
と
指
示
対
象
と
の
距
離
関
係
に
あ
り
、
近
・
中
・
述
・
不
定
と
い
う
違
い
が
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
近
年
で
は
、
コ
ソ
ア
に
関
し
て
、
コ
と
ア
は
話
し
手
か
ら
の
距
離
の
近
遠
の
差
、
コ
と
ソ
は
話
し
手
側
か
聞
き
手
側
か
と
い
う
領
域
の
追
い
と
い
う
、
二
つ

の
基
準
が
複
合
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
立
場
が
主
流
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
金
水
敏
・
田
窪
行
則
編
〔
一
九
九
二
〕
参
照
）
。

コ
ソ
ア
ド
と
い
う
指
示
語
の
用
法
と
し
て
は
、
現
場
指
示
、
文
脈
指
示
、
観
念
指
示
の
三
種
に
分
類
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
（
観
念
指
示
を
認
め
な
い

立
場
も
あ
る
）
。
現
場
指
示
と
は
談
話
場
面
に
お
い
て
知
覚
可
能
な
対
象
を
指
示
す
る
こ
と
、
文
脈
指
示
と
は
談
話
あ
る
い
は
文
章
の
言
語
的
文
脈
上
の
特
定

部
分
を
対
象
と
し
て
指
示
す
る
こ
と
、
観
念
指
示
と
は
現
場
に
も
文
脈
に
も
認
め
ら
れ
な
い
、
話
し
手
（
書
き
手
）
と
聞
き
手
（
読
み
手
）
双
方
の
観
念
内
に

共
通
に
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
対
象
を
指
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。

土
左
日
記
の
指
示
表
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題



〔
前
提
1
の
2
〕

コ
ソ
ア
ド
の
語
頭
音
そ
れ
ぞ
れ
は
、
古
代
語
に
お
い
て
は
、
現
代
語
の
コ
に
は
コ

い
は
ア
、
あ
る
い
は
ト
）
、
ド
に
は
イ
ヅ
が
対
応
す
る
。
三
種
の
用
法
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
、
古
代
語
と
現
代
語
と
で
変
わ
り
な
い
。
そ
れ
を
不
定
称
を
除
き
、

（
あ
る
い
は
カ
）
、

ソ
に
は
ソ
（
あ
る
い
は
シ
、
サ
）
、
ア
に
は
カ
（
あ
る

古
代
語
の
各
指
示
語
群
を
「
系
」
と
称
し
て
整
理
す
る
と
、
次
の
【
表
1
】

の
よ
う
に
な
る
。

【表1｝

カ ソ コ 用

系 系 系 法

。。。現
両 聞 話 場

側 き し 指

以 手 手 荷主

外 側 側

x 。。文
前 前 脈

／ 指

中 後 刀Z

立 ／ 

的 特

立

的

。ム × 観
念

指

不

「
O
」
は
そ
の
用
法
が
あ
る
こ
と
、
「
×
」
は
な
い
こ
と
、
「
ム
」
は
疑
問
が
あ
る
こ
と
を
示
す
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
）
。
現
場
指
示
に
お
け
る
領
域
の

違
い
は
先
に
説
明
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
文
脈
指
示
の
「
前
」
と
「
後
」
は
該
当
指
示
語
に
対
す
る
指
示
対
象
範
囲
の
文
脈
上
の
位
置
を
示
す
。
ま
た
、
「
特

立
的
」
と
「
中
立
的
」
は
指
示
対
象
の
話
題
化
に
関
す
る
効
果
の
違
い
を
示
す
。

こ
の
表
か
ら
は
、
次
の
三
点
が
指
摘
で
き
る
。
第
一
に
、
現
場
指
示
用
法
は
、
コ
ソ
カ
の
ど
の
系
に
も
認
め
ら
れ
、
現
場
に
お
け
る
指
示
領
域
に
お
い
て
対

立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ど
の
系
に
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
場
指
示
の
用
法
が
コ
ソ
ア
ド
の
中
核
的
用
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
に
、
文
脈
指
示

と
観
念
指
示
は
、

コ
ソ
と
カ
と
で
一
応
、
相
補
的
な
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
文
脈
指
示
用
法
に
お
け
る
コ
と
ソ
は
、
そ
の
範
囲
と
効
果

に
お
い
て
対
立
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

件
ん
の
土
佐
日
記
は
、
古
代
語
で
書
か
れ
た
文
章
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
指
示
語
の
使
用
に
関
し
て
予
想
で
き
る
こ
と
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。
第
一
に
、

文
脈
指
示
の
用
法
が
中
心
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
現
場
指
示
の
用
法
は
お
も
に
会
話
文
に
お
い
て
見
ら
れ
る
こ
と
、
第
三
に
、
観
念
指
示
の
用
法
は
そ
も
そ



も
少
な
い
こ
と
、
で
あ
る
。

土
佐
日
記
の
指
示
語
に
関
し
て
は
、
漢
文
訓
読
的
あ
る
い
は
変
体
漢
文
的
な
特
徴
を
表
わ
す
要
素
の
一
つ
と
し
て
、
そ
の
使
用
量
や
用
法
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
（
築
島
裕
〔
一
九
六
三
〕
や
、
峰
岸
明
〔
一
九
八
六
〕
な
ど
参
照
）
。
し
か
し
、
土
佐
日
記
の
指
示
語
全
体
の
具
体
的
な
様
相
の
特
徴
に
関
す
る
も
の
は
見

当
た
ら
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
土
佐
日
記
の
注
釈
書
類
に
お
い
て
は
、
指
示
語
の
意
味
・
用
法
の
捉
え
方
に
多
く
の
異
同
と
混
乱
が
見
ら
れ
る
。

〔
前
提
1
の
3
〕

土
佐
日
記
に
お
け
る
コ
ソ
カ
各
系
の
指
示
語
数
は
、
次
頁
の

【表
2｝

の
と
お
り
で
あ
る
。

横
欄
の
「
複
合
系
」
は
、

コ
ソ
カ
の
う
ち
の
二
種
が
複
合
し
て
出
来
た
語
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
指
示
性
を
失
い
、
特
定
の
語
義
を
表
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。
縦
欄
の
品
詞
の
う
ち
の
「
接
続
詞
」
も
、
接
続
助
詞
と
結
合
し
て
、
個
別
具
体
の
指
示
性
を
持
た
ず
、
一
般
的
な
述
接
関
係
を
表
わ
す
よ
う
に
な
っ

た
も
の
で
あ
り
、
「
そ
の
他
」
は
品
詞
と
し
て
は
名
詞
で
あ
る
が
、
「
複
合
系
」
と
同
じ
く
、
指
示
語
以
外
の
語
と
複
合
し
て
、
指
示
性
を
失
い
、
特
定
の
語
義

を
表
わ
す
。

以
上
を
除
き
、
指
示
訴
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
の
は
、
「
小
計
」
と
い
う
欄
で
固
ま
れ
た
太
枠
の
範
聞
内
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
中
の

※
印
の
「
シ
ガ
」
に
つ
い
て
は
、
指
示
語
で
は
な
く
、
異
な
る
分
節
に
よ
っ
て
別
語
と
み
な
す
解
釈
も
あ
る
。

以
上
を
ふ
ま
え
て
、
土
佐
日
記
の
指
示
語
全
体
に
関
す
る
特
徴
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
次
の
三
点
で
あ
ろ
う
。

コ
ソ
カ
に
お
い
て
、
圧
倒
的
に
コ
系
の
指
示
語
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
コ
系
は
名
詞
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
、
副
詞
は
コ
系
し
か
用
い
ら
れ

て
い
な
い
。
第
二
に
、
品
詞
で
見
れ
ば
、
連
体
調
が
過
半
を
占
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
「
コ
ノ
」
が
約
七
割
に
も
及
ぶ
。
第
三
に
、
カ
系

第
一
に
、

の
語
は
、
予
想
ど
お
り
用
例
数
も
種
類
数
も
き
わ
め
て
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

土
左
日
記
の
指
示
表
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題



コ系 ソ系 カ系 小計 複合系

名 27 3 31 コレカレ： 6

調
(22.5] カレコレ： 1

コレ： 21 ソレ： 3 0 

（含コレら： 1)

ココ： 6 。 カシコ： l ココカシコ： 1

連 64 14 4 82 。
体

(59.4] 

コノ： 57 ソノ： 12 カノ： 4
自司

。 ソガ： 1 。
シガ： 1※

カカル： 7 。 。
副 25 。 。25 トカク： 5
詞 (18.l] 

カク： 18

カウ（ゃう） : 7 トまれカウまれ： 1

116 17 5 138 。
計

(84.1) (12.3) (3.6) 

接 11 9 。 20 。
続
カクて： 7 サて： 5

調

カカレど（も） : 3 サレども： l

シカレども： 1

サルは： l

カカレ，f:1 サレば： 1

そ 。 2 
の

｛出 コノごろ： 1 ソノかみ： l

【表
2

四



〔
問
題
1
の
1
〕

土
佐
日
記
に
お
い
て
は
、

コ
系
の
指
示
語
の
使
用
が
目
立
つ
が
、
他
の
ほ
ぼ
同
時
期
の
作
品
に
比
べ
て
も
、
特
徴
的
と
言
え
る
ど
う
か
。

比
較
の
都
合
上
、
事
物
を
指
示
す
る
で
レ
」
、
場
所
を
指
示
す
る
「
l

コ
」
、
様
子
を
指
示
す
る
ア
ノ
」
と
い
う
、
中
心
的
な
形
態
の
諸
に
限
っ
て
取
り
上

げ
る
と
、
次
頁
の
【
表
3
｝

の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
。

な
お
、
資
料
に
は
、
宮
島
達
夫
他
編
〔
二

O
一四〕

の
ほ
か
、
古
事
記
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
（
山
口
佳
紀
訓
読
、
割
注
・
歌
謡
は
除
く
）
、
祝
詞

は
日
本
古
典
文
学
大
系
本
を
使
用
し
た
。
ま
た
、
表
の
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
作
品
名
を
略
し
た
も
の
も
あ
る
。

語
形
を
三
つ
だ
け
に
し
た
、
こ
の
結
果
を
見
て
も
、
土
佐
日
記
の
コ
系
の
多
さ
は
突
出
し
て
い
る
。
古
事
記
以
外
の
作
品
は
い
わ
ゆ
る
和
文
の
文
章
で
あ
る

が
、
竹
取
物
語
と
蛸
蛤
日
記
が
や
や
多
い
も
の
の
、
他
は
四

0
1
五
O
%台
に
収
ま
っ
て
い
る
。
「
和
化
漢
文
体
」
と
称
さ
れ
る
古
事
記
は
、
訓
読
自
体
の
問

題
も
あ
る
と
は
い
え
、

コ
系
よ
り
も
ソ
系
の
ほ
う
が
多
い
点
が
他
の
和
文
作
品
と
は
異
な
り
、
中
で
も
「
ソ
ノ
」
と
い
う
連
体
詞
形
の
多
き
が
群
を
抜
い
て
い

る
土
佐
日
記
の
コ
系
の
中
で
も
「
コ
ノ
」
と
い
う
述
体
詞
形
が
多
い
が
、
こ
れ
は
他
作
品
で
も
同
様
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
コ
系
突
出
の
原
因
と
は
み
な
し
が
た

い
。
む
し
ろ
古
事
記
と
は
正
反
対
に
、
ま
た
他
の
和
文
作
品
に
比
べ
て
も
相
対
的
に
、

ソ
系
の
指
示
語
が
少
な
い
こ
と
の
影
響
の
ほ
う
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ

る
以
上
か
ら
、
土
佐
日
記
の
指
示
語
に
関
し
て
は
、

コ
系
の
指
示
語
の
多
き
が
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
よ
う
。
問
題
は
、
な
ぜ
そ
う
な
の
か
で
あ
る
。

土
左
日
記
の
指
示
表
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題

五



指 コ系 ソ系 カ系

万＝

3苦 コレ ココ コノ ソレ ソコ ソノ カレ カシコ カノ

土 21 6 57 3 。 12 。 4 

佐
84 (80.8) 15 (14.4) 5 (4.8) 

古 74 196 268 11 45 708 。。
事

記 538 (41.3) 763 (58.6) 1 (0.1) 

キ兄 2 4 15 15 。 2 。。
言司
21 (55.3) 17 (44.7) 。

蝉j 部 71 111 45 15 59 10 19 24 

蛤
270 (61.1) 119 (26.9) 53 02.0) 

紫 13 4 28 18 1 34 3 。 11 
式

部 45 (40.2) 53 (47.3) 14 (12.5) 

克 24 6 67 8 16 52 。 1 2 
級
97 (55.1) 76 (43.2) 3 (1.7) 

竹 35 6 74 17 。 23 。 20 
取
115 (65.3) 40 (22.7) 21 01.9) 

fJt 20 5 65 15 9 47 2 1 24 

勢
90 (47.9) 71 (37.8) 27 (14.4) 

;f:,t 128 22 108 93 18 110 19 。 21 
草

子 258 (49.7) 221 (42.6) 40 (7.7) 

【表
3】

_,_ 
f、



〔
問
題
1
の
2
〕

土
佐
日
記
に
お
け
る
コ
系
の
指
示
語
の
多
き
は
、
そ
の
用
法
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
か
。

【表
4】

の
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
を
各
語
の
用
法
別
の
使
用
数
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
次
の｛表4

コ コレ ココ コノ カカル カク カウ 計－
系

文 82 
18 。 35 6 17 6 

[70.7] 脈

現 22 
3 3 13 

[19.0] 場

保 12 。3※ 9※ 。 。。
[10.3] 留

土
左
日
記
の
指
示
表
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題

こ
の
表
に
お
い
て
、

コ
系
に
は
観
念
指
示
の
用
法
が
そ
も
そ
も
な
い
の
で
、
除
外
し
て
あ
る
。
「
保
留
」
と
い
う

の
は
、
※
印
を
付
し
た
「
コ
コ
」
と
「
コ
ノ
」
に
閲
し
て
、
「
コ
コ
に
」
「
コ
ノ
あ
ひ
だ
」
と
い
う
形
で
、
指
示
語
で

は
な
く
、
漢
文
訓
読
的
ま
た
は
変
体
漢
文
的
な
、
接
続
詞
の
用
法
と
し
て
、
諸
注
釈
書
が
説
明
し
て
い
る
の
で
、
使

宜
的
に
設
け
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
文
脈
指
示
の
用
法
が
七
割
以
上
を
占
め
る
。
土
佐
日
記
は
文
章
で
あ
り
、
言
語
的
文
脈
に
依

存
し
て
い
る
の
で
、
予
想
ど
お
り
の
結
果
で
あ
る
。

ソ
系
の
「
ソ
レ
」
と
「
ソ
ノ
」
の
計
一
五
例
の
ほ
と
ん
ど
も
文
脈
指
示
で
あ
る
が
、
同
じ
用
法
と
し
て
比
べ
れ
ば
、

中
立
的
な
ソ
系
に
対
し
て
、
話
題
に
関
し
て
特
立
的
な
コ
系
に
よ
る
文
脈
指
示
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
の

は
、
文
脈
展
開
上
は
、
か
な
り
特
殊
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
特
立
が
多
く
な
れ
ば
、
特
立
と
し
て
の
意
味
が
薄
れ
て

コ
系
の
指
示
請
が
話
題
と
し
て
目
立
つ
の
で

し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
ソ
系
の
指
示
請
が
ベ

l
ス
に
な
る
か
ら
こ
そ
、

あ
る
。ま
た
、
コ
系
に
よ
る
現
場
指
示
の
用
法
が
約
二
割
あ
る
の
も
、
文
章
と
し
て
は
異
色
で
あ
る
。
談
話
と
は
異
な
り
、

文
章
の
場
合
、
書
き
手
と
読
み
手
と
は
現
場
性
を
共
有
し
な
い
の
が
普
通
だ
か
ら
で
あ
り
、
予
想
し
た
よ
う
に
会
話

文
に
お
け
る
当
事
者
同
士
な
ら
と
も
か
く
（
全
二
二
例
の
う
ち
、

一
O
例
が
会
話
文
で
の
使
用
）
、
地
の
文
に
お
い

て
は
レ
ベ
ル
を
異
と
す
る
用
法
と
な
る
。

七



人

〔
問
題
1
の
3
〕

コ
系
の
用
法
は
、
日
ご
と
の
記
述
に
お
け
る
用
例
数
と
関
わ
り
が
あ
る
か
。

一
二
月
一
二
日
か
ら
二
月
一
六
日
ま
で
の
五
五
日
間
の
、
そ
の
日
ご
と
の
指
示
語
の
使
用
数
を
示
し
た
の
が
、
次
頁
の
【
表
5
】
で
あ
る
。
「
行
数
」
は
新

日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
よ
る
。
「
頻
度
」
は
行
数
を
使
用
数
で
割
っ
た
も
の
で
、
数
値
が
小
さ
い
ほ
ど
使
用
頻
度
が
高
い
こ
と
を
示
す
。

全
体
的
に
は
、

一
日
ご
と
の
指
示
語
の
使
用
数
は
そ
の
記
述
分
量
（
行
数
）
に
ほ
ぼ
対
応
し
て
変
化
し
て
い
る
と
言
え
る
が
、

一
二
月
二
三
日
、
一
月
九
日
、
一
月
一

O
目
、
一
月
二

O
目
、
二
月
一
一
日
の
計
五
日
、
五
点
以
上
の
、
使
用
頻
度
が
と
く
に
低
い
日
は
、

一
月
一
六
日
、
二
月
四
日
、
二
月
一
六
日
の
計
五
日
で
あ
り
、
残
り
の
四
五
日
が
そ
の
中
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
総
行
数

一
点
台
の
、
使
用
頻
度
が
と

く
に
高
い
日
は
、

一
二
月
二
六
日
、

が
四
三
三
行
、
総
指
示
語
数
が
一
三
八
例
で
あ
る
か
ら
、
平
均
使
用
頻
度
は
三
・
一
行
に
一
例
、
と
な
る
。

一
月
二
二
日
、

一
日
あ
た
り
の
行
数
で
便
宜
的
に
四
つ
に
区
分
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

日
数
割
合
%

七
0
・九

行
数

日
数

指
示
語
数
（
コ
系
）

一
日
平
均
（
コ
系
）

I 

一i
九

九

二
九
（
二
三
）

0
・
七
（
0
・六）

II 

一
0
1
一九

。

一
八
・
二

五
O
（四
O）

五・

O
（四・

O
）

m 

二
0
1
二
九

四

七
・
三

四
五
（
三
九
）

一
一
・
三
（
九
・
八
）

w 

三
0
1三一一

一・ムハ

一
四
（
一
四
）

七・

O
（七・

O
）

ー
の
一

O
行
未
満
つ
ま
り
記
述
分
量
が
少
な
い
日
は
全
体
の
約
七
割
あ
り
、
分
量
が
少
な
い
分
だ
け
指
示
語
の
使
用
数
も
少
な
く
、
全
日
平
均
の
二
・
六
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。

て
二
行
程
度
な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
文
脈
指
示
の
語
を
用
い
る
ま
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
、
指
示
語
が
ま
っ
た

く
見
ら
れ
な
い
日
は
一
八
日
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
行
の
み
が
そ
の
半
分
の
九
日
、
二
行
が
六
日
、
残
り
が
三
行
、
五
行
、
七
行
の
各
一
日
で
、

い
ず
れ
も
I
の

グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
残
り
の
三
割
に
あ
た
る
E
l
w
の
全
体
の
平
均
使
用
数
は
六
・
八
（
五
・
八
）
で
、
と
く
に
E
は
そ
の
倍
近
く
に
な
っ

て
い
・
る
。



単
純
に
考
え
れ
ば
、

一
日
の
記
述
分
量
が
増
え
る
ほ
ど
、
指
示
語
の
使
用
も
多
く
な
る
傾
向
に
あ
る
が
、
使
用
頻
度
の
と
く
に
高
い
日
と
低
い
日
を
見
て
み

る
と
、
高
い
方
の
五
日
間
の
う
ち
一
月
九
日
と
一
月
二

O
日
以
外
の
三
日
、
低
い
方
の
五
日
間
の
う
ち
二
月
四
日
と
二
月
一
六
日
以
外
の
三
日
が
I
の
グ
ル

l

プ
に
含
ま
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
使
用
率
に
つ
い
て
は
記
述
分
量
と
直
接
の
関
係
は
な
い
と
言
え
よ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
コ
系
の
指
示
請
に
限
っ
て
も
、
全
体
の
八
割
以
上
を
占
め
る
が
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
。

つ
ま
り
、
コ
系
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

日
に
よ
っ
て
そ
の
使
用
に
偏
り
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、

コ
系
の
指
示
語
の
異
常
な
多
さ
を
説
明
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

【表5】

月日 コ ソ カ f’T － 頻度 月日 コ ソ カ 計 行 頻度

1221 。2 。2 6 3.0 0120 6 3 10 17 1.7 
1222 。。。。3 一 0121 5 2 。7 15 2.1 
1223 3 。。3 3 1.0 0122 1 0 2 8 4.0 
1224 。。 2 2.0 0123 1 0 。1 2 2.0 
1225 。。。。2 一 0124 。。。。
1226 。。 9 9.0 0125 。。。。2 一
1227 7 。 8 21 2.6 0126 4 。5 12 2.4 
1228 。。 3 3.0 0127 。。。。7 
1229 2 。。2 8 4.0 0128 。。。。
0101 2 。。2 6 3.0 0129 3 1 0 4 13 3.3 
0102 。。。。2 一 0130 。。 4 4.0 
0103 。。。。2 0201 3 。。3 14 4.7 
0104 。。1 4 4.0 0202 。。。。
0105 。。。。2 0203 。。 4 4.0 
0106 0 0 。。 一 0204 2 。。2 11 5.5 
0107 11 2 。13 26 2.0 0205 8 。。8 31 3.9 
0108 2 0 。2 7 3.5 0206 2 。 3 7 2.3 
0109 13 2 。15 26 1.7 0207 4 。5 11 2.2 
0110 。。 1.0 0208 1 0 。 4 4.0 
Olll 5 。。5 14 2.8 0209 8 。9 21 2.3 
0112 。。。。2 0210 。。。。
0113 。。 7 7.0 0211 4 。。4 7 1.8 
0114 。。。。5 0212 。。。。
0115 。。 4 4.0 0213 。。。。
0116 。。 5 5.0 0214 。。。。
0117 4 。。4 11 2.8 0215 2 。。2 4 2.0 
0118 4 。5 14 2.8 0216 6 。。6 32 5.3 
0119 。。。。
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。

〔
問
題
1
の
4
〕

そ
れ
で
は
、
指
示
語
の
使
用
頻
度
が
と
く
に
高
い
日
に
お
い
て
、

コ
系
の
指
示
語
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
。

以
下
に
具
体
例
を
示
す
。
な
お
、
指
示
語
は
太
字
で
示
し
、
確
実
に
文
脈
指
示
と
認
め
ら
れ
る
用
法
の
語
は
枠
で
囲
み
、
そ
の
指
示
箇
所
を
波
線
で
示
す
。

丸
数
字
は
指
示
語
の
通
し
番
号
。
傍
線
は
指
示
語
出
自
の
語
で
あ
る
こ
と
を
、
参
考
ま
で
に
示
す
。
引
用
に
お
け
る
漢
字
表
記
、
句
読
点
、
改
行
な
ど
は
、
新

日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
よ
る
が
、
振
り
仮
名
は
略
す
。

〔例
1
〕

一
二
月
二
三
日
（
頻
度
一
・

O）

廿
一
言
。
川
利
州
刑
判
制
川
副
川
日
制
人
あ
り
。
①
旧
幽
人
、
国
に
必
ず
し
も
言
ひ
使
ふ
者
に
も
あ
ら
ざ
な
り
。
②
回
凶
ぞ
、
た
、
は
し
き
や
う
に
て
、

馬
の
は
な
む
け
し
た
る
。
守
が
ら
に
や
あ
ら
む
、
国
人
の
心
の
常
と
し
て
、
「
今
は
」
と
て
見
へ
ざ
な
る
を
、
心
あ
る
者
は
、
恥
ぢ
ず
に
な
む
来
け
る
。

③
こ
れ
は
、
物
に
よ
り
て
褒
む
る
に
し
も
あ
ら
ず
。

コ
系
指
示
語
が
三
国
連
続
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
①
と
②
の
二
例
は
と
も
に
前
方
文
脈
に
お
け
る
「
八
木
の
や
す
の
り
と
い
う
人
」
を
指
示
し
、

ソ
系
で
な

い
の
は
、
そ
の
人
物
を
繰
り
返
し
話
題
と
し
て
取
り
立
て
る
た
め
で
あ
る
。
③
の
「
こ
れ
」
は
前
の
三
文
す
べ
て
を
文
脈
指
示
し
て
い
る
と
と
れ
な
く
も
な
い

が
、
「
こ
う
い
う
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
書
く
の
は
」
と
い
う
意
で
あ
り
、
書
き
手
自
身
の
そ
の
時
点
で
の
書
記
行
為
に
対
す
る
指
示
と
し
て
、
現
場
指
示
の
用
法

と
み
な
す
の
が
適
当
と
考
え
る
。

〔例
2〕
今
日
は
、
①
こ
の
奈
半
の
泊
に
泊
り
ぬ
。

一
月
十
日
（
頻
度
一
・

O
）



一
行
一
文
し
か
な
い
記
述
の
中
に
、

一
例
の
「
こ
の
」
が
見
ら
れ
る
。
原
則
と
し
て
、

一
日
の
記
述
は
そ
れ
ぞ
れ
で
完
結
し
て
い
る
の
で
、
前
日
の
一
月
九

日
の
記
述
内
に
奈
半
の
泊
に
到
着
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
は
い
る
が
、
こ
の
「
こ
の
」
は
そ
の
文
脈
を
指
示
す
る
の
で
は
な
く
、
書
き
手
が
今
い
る
場
を
示
す
現

場
指
示
の
用
法
と
見
ら
れ
る
。

〔例
3〕

一
月
九
日
（
頻
度
一
・
七
）

九
日
の
つ
と
め
て
、
大
湊
よ
り
、
奈
半
の
泊
を
追
は
む
、
と
て
、
漕
ぎ
出
で
け
り
。

こ
れ
か
れ
互
に
、
「
国
の
境
の
う
ち
は
」
と
て
、
見
送
り
に
来
る
人
あ
ま
た
が
中
に
、
藤
原
の
と
き
ざ
ね
、
橘
の
す
ゑ
ひ
ら
、
長
谷
部
の
ゆ
き
ま
さ
ら

な
む
、
御
館
よ
り
出
で
給
び
し
日
よ
り
、
引
川
州

U
Uに
追
ひ
来
る
。
①
回
凶
人
／
＼
ぞ
志
あ
る
人
な
り
け
る
。
②
回
幽
人
／
＼
の
深
き
志
は
、
③
こ

の
海
に
も
劣
ら
ざ
る
。
④
こ
れ
よ
り
今
は
消
ぎ
離
れ
て
行
く
。
⑤
日
凶
を
見
送
ら
む
、
と
て
ぞ
、
⑥
回
凶
人
ど
も
は
追
ひ
来
け
る
。

か
く
て
、
消
ぎ
行
く
ま
に
／
＼
、
海
の
ほ
と
り
に
と
ま
れ
る
人
も
述
く
な
り
ぬ
D

船
の
人
も
見
へ
ず
な
り
ぬ
。
岸
に
も
言
ふ
こ
と
あ
る
べ
し
。
船
に
も

思
ふ
こ
と
あ
れ
ど
、
か
ひ
な
し
。
か
、
れ
ど
、
⑦
回
幽
歌
を
ひ
と
り
一
百
に
し
て
や
み
ぬ
。

忠
ひ
や
る
心
は
海
を
渡
れ
ど
も
文
し
な
け
れ
ば
知
ら
ず
ゃ
あ
る
ら
む

州
U
引
、
引
例
制
制
劇
を
行
き
過
ぐ
。
⑧
間
幽
側
側
斜
川

U
引
削
り
吋
創
刊
例
制
刻
引
出
制
引
引
吋
利
口

U
U船
引
引
劃
制
寸
射
口
叫
同
制
引
制
聞

か
よ
ふ
。
お
も
し
ろ
し
、
と
見
る
に
堪
へ
ず
し
て
、
船
人
の
詠
め
る
歌
、

見
渡
せ
ば
松
の
末
ご
と
に
住
む
鶴
は
千
代
の
ど
ち
と
ぞ
思
ふ
ぺ
ら
な
る

と
や
。
⑨
回
幽
歌
は
、
所
を
見
る
に
、
え
ま
さ
ら
ず
。

⑩
岡
凶
あ
る
を
見
つ
、
漕
ぎ
ゆ
く
ま
に
／
＼
山
も
海
も
み
な
暮
れ
、
夜
更
け
て
、
西
東
も
見
へ
ず
し
て
、
天
気
の
こ
と
、
積
取
の
心
に
任
せ
っ
。

引
制
側
引
出
削
削
寸
川

U
M州
側

υ叶引
M
勺
刻
削
船
劇
川
副
刻
刻
刻
割
引
可
制
州
以
例
制
り
。
⑪
岡
凶
思
へ
ば
、
船
引
吋
出
町
は
船
唄
歌
ひ
て
、

何
と
も
思
へ
ら
ず
口

⑫
閣
幽
歌
ふ
唄
は
、

春
の
野
に
て
ぞ
音
を
ば
泣
く
、
若
薄
に
手
切
る
切
る
摘
ん
だ
る
菜
を
、
親
や
ま
ぽ
る
ら
む
、
姑
や
食
ふ
ら
む
。
帰
ら
や
。

土
左
日
記
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指
示
表
現
を
め
ぐ
る
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題



昨
夜
の
う
な
ゐ
も
が
な
、
銭
乞
は
む
、
虚
言
を
し
て
、
お
ぎ
の
り
わ
ざ
を
し
て
、
銭
も
持
て
来
ず
、
お
の
れ
だ
に
来
ず
。

⑬
回
凶
な
ら
ず
多
か
れ
ど
も
、
書
か
ず
。
⑬
回
凶
ら
を
人
の
笑
ふ
を
聞
き
て
、
海
は
荒
る
れ
ど
も
、
心
は
少
し
凪
ぎ
ぬ
。

⑮
闘
凶
行
き
暮
ら
し
て
、
泊
に
到
り
て
、
翁
一
人
、
専
女
一
人
、
あ
る
が
中
に
心
地
悪
し
み
し
て
、
物
も
も
の
し
給
ば
で
、
ひ
そ
ま
り
ぬ
。

コ
系
を
中
心
と
し
た
指
示
語
が
頻
繁
に
出
て
く
る
。
接
続
詞
や
名
詞
に
派
生
し
た
語
も
含
め
れ
ば
、
さ
ら
に
そ
の
感
が
強
い
。

こ
の
う
ち
、
③
「
こ
の
海
」
は
そ
こ
に
あ
る
海
を
指
示
す
る
現
場
指
示
、
④
「
こ
れ
」
は
同
日
の
前
方
に
も
あ
る
「
大
湊
」
を
指
す
が
、
文
脈
的
に
は
隔
た
っ

て
い
る
の
で
、
書
き
手
の
い
る
、
そ
の
場
を
指
す
現
場
指
示
と
み
な
す
。
こ
れ
ら
以
外
は
文
脈
指
示
で
あ
る
が
、
⑦
「
こ
の
歌
」
だ
け
が
次
に
出
て
く
る
歌
を

記
述
分
量
も
多
い
が
、

指
す
後
方
指
示
で
、
そ
の
他
は
前
方
指
示
で
あ
る
。

前
方
指
示
の
う
ち
、
⑧
と
⑫
の
二
例
の
み
が
ソ
系
指
示
語
に
な
っ
て
い
て
、
と
も
に
直
前
の
文
に
あ
る
「
宇
多
の
松
原
」
「
船
子
、
栂
取
」
を
指
す
。
ど
ち

ら
も
コ
系
で
は
な
く
ソ
系
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
と
く
に
書
き
手
側
に
は
引
き
寄
せ
ず
中
立
的
な
叙
述
に
す
る
た
め
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
妥
当
な
選
択
と
見

ら
れ
る
。

問
題
に
な
り
そ
う
な
の
は
コ
系
の
前
方
指
示
の
語
で
あ
る
。
ま
ず
、
①
め
⑤
の
「
こ
の
」
は
同
じ
人
々
つ
ま
り
「
藤
原
の
と
き
ざ
ね
、
橘
の
す
ゑ
ひ
ら
、
長

谷
部
の
ゆ
き
ま
さ
ら
」
を
指
し
、
一
二
月
二
三
日
の
条
と
同
じ
く
、
そ
の
人
々
を
話
題
化
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
さ
す
が
に
こ
の
反
復
は
く
ど
い
。

し
か
も
、
こ
こ
の
五
文
に
六
回
も
コ
系
指
示
語
が
用
法
を
変
え
て
出
て
く
る
の
で
、
混
乱
す
る
恐
れ
も
あ
る
。
ま
た
、
⑬
と
⑬
の
「
こ
れ
（
ら
）
」
は
と
も
に

直
前
の
船
唄
を
指
す
が
、
そ
の
前
に
⑫
「
そ
の
」
と
い
う
ソ
系
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
話
題
化
の
た
め
と
は
い
え
、
唐
突
感
は
否
め
な
い
。

な
お
、
⑩
ゐ
⑬
の
「
か
く
」
は
そ
れ
ぞ
れ
前
の
文
脈
を
中
心
と
し
つ
つ
も
、
そ
れ
以
外
の
含
み
を
も
っ
て
指
示
す
る
た
め
、
指
示
の
文
脈
的
限
定
性
は
相
対

的
に
薄
い
。
た
だ
、
指
示
性
自
体
は
認
め
ら
れ
る
の
で
、
接
続
詞
化
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

〔例
4〕

一
月
ニ

O
日
（
頻
度
一
・
七
）

廿
日
の
夜
の
月
出
で
に
け
り
。
山
の
端
も
な
く
て
、
海
の
中
よ
り
ぞ
出
で
来
る
o

①
岡
凶
よ
う
な
る
を
見
て
や
、
昔
、
阿
倍
の
仲
麻
呂
と
い
ひ
け
る

人
は
、
唐
土
に
渡
り
て
、
帰
り
来
け
る
時
に
、
船
に
乗
る
べ
き
所
に
て
、
②
か
の
国
人
、
馬
の
は
な
む
け
し
、
別
れ
惜
し
み
て
、
③
か
し
こ
の
漢
詩
作
り



な
ど
し
け
る
。
飽
か
ず
ゃ
あ
り
け
む
、
廿
日
の
夜
の
月
出
づ
る
ま
で
ぞ
あ
り
け
る
。
③
開
閉
月
は
海
よ
り
ぞ
出
で
け
る
。
⑤
悶
凶
を
見
て
、
仲
麻
呂
の

主
、
「
わ
が
国
に
⑥
岡
川
川
］
歌
を
な
む
、
神
代
よ
り
神
も
詠
ん
給
ぴ
、
今
は
上
中
下
の
人
も
、
⑦
か
う
や
う
に
別
れ
を
惜
し
み
、
喜
び
も
あ
り
、
悲
し
ぴ

も
あ
る
時
に
は
詠
む
」

と
て
、
詠
め
り
け
る
歌
、

青
海
原
振
り
放
け
見
れ
ば
春
日
な
る
三
笠
の
山
に
出
で
し
月
か
も

と
ぞ
詠
め
り
け
る
。
⑧
か
の
国
人
、
聞
き
知
る
ま
じ
く
思
ほ
へ
た
れ
ど
も
、
言
の
心
を
、
男
文
字
に
様
を
書
き
出
だ
し
て
、
⑨
こ
、
の
言
葉
伝
へ
た
る
人

に
言
ひ
知
ら
せ
け
れ
ば
、
心
を
や
聞
き
得
た
り
け
む
、
い
と
思
ひ
の
外
に
な
む
賞
で
け
る
。
唐
土
と
⑩
こ
の
図
と
は
、
言
異
な
る
も
の
な
れ
ど
、
月
の
影

は
同
じ
こ
と
な
る
べ
け
れ
ば
、
人
の
心
も
同
じ
こ
と
に
や
あ
ら
む
。
き
て
、
今
、
当
時
（
そ
の
か
み
）
を
思
ひ
や
り
て
、
あ
る
人
の
詠
め
る
歌
、

都
に
て
山
の
端
に
見
し
月
な
れ
ど
波
よ
り
出
で
て
波
に
こ
そ
入
れ

土
佐
日
記
に
見
ら
れ
る
五
例
の
カ
系
の
指
示
語
の
う
ち
、
②
「
か
の
」
③
「
か
し
こ
」
⑧
「
か
の
」
の
三
例
が
こ
の
日
の
記
述
に
現
れ
る
。
い
ず
れ
も
「
唐

土
」
を
指
示
す
る
が
、
文
脈
指
示
で
も
現
場
指
示
で
も
な
く
、
観
念
指
示
の
用
法
で
あ
る
。
日
記
に
お
け
る
場
か
ら
で
は
知
覚
で
き
な
い
対
象
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
応
す
る
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
⑨
「
こ
、
」
と
⑩
「
こ
の
」
は
書
き
手
が
い
る
場
で
あ
る
日
本
を
示
す
現
場
指
示
の
用
法
で
あ
る
。
ま
た
、
会
話

文
中
の
⑦
「
か
う
」
も
現
場
指
示
で
あ
る
。

残
り
四
例
が
文
脈
指
示
で
あ
り
、
④
「
そ
の
」
以
外
は
コ
系
の
指
示
語
で
、
こ
の
う
ち
、
⑥
「
か
、
る
」
が
直
後
の
和
歌
を
指
す
後
方
指
示
に
相
当
し
、
他

は
前
方
指
示
で
あ
る
。

唯
一
ソ
系
の
④
「
そ
の
」
は
直
前
の
文
の
「
廿
日
の
夜
」
を
指
す
順
当
な
文
脈
指
示
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
①
「
か
う
」
と
⑤
「
こ
れ
」
の
二
例
は
、
そ
れ

ぞ
れ
直
前
の
一
文
の
内
容
を
対
象
と
す
る
が
、

ソ
系
の
指
示
語
に
置
き
換
え
が
可
能
で
あ
り
、
と
く
に
⑤
「
こ
れ
」
は
「
そ
れ
」
の
ほ
う
が
、
視
点
の
位
置
と

し
て
は
適
切
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
も
、
あ
え
て
中
立
的
で
は
な
く
話
題
と
し
て
特
立
さ
せ
よ
う
と
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。

土
左
日
記
の
指
示
表
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題



四

〔例
5
〕
一
一
月
一
一
日
（
頻
度
一
・
八
）

十
一
日
。
雨
い
さ
、
か
に
降
り
て
、
止
み
ぬ
。

州
引
引
、
さ
し
上
る
に
、
東
の
方
に
、
山
の
横
ほ
れ
る
を
見
て
、
人
に
問
へ
ば
、
「
八
幡
の
宮
」
と
言
ふ
。
①
日
凶
を
聞
き
て
喜
び
て
、
人
／
＼
拝
み
奉

る
山
崎
の
橋
見
ゆ
。
嬉
し
き
こ
と
限
り
な
し
。
②
こ
、
に
、
制
刷
剰
の
ほ
と
り
に
、
し
ば
し
船
を
留
め
て
、
削
州
り
定
む
る
こ
と
あ
り
。
③
回
凶
引
制

岸
削
U
引
川
吋
側
斜
り
刻
り
あ
る
人
、
④
回
幽
柳
の
影
の
、
川
の
底
に
映
れ
る
を
見
て
詠
め
る
歌
、

さ
ず
れ
波
寄
す
る
文
を
ば
青
柳
の
影
の
糸
し
て
織
る
か
と
ぞ
見
る

四
例
す
べ
て
コ
系
の
指
示
語
で
あ
り
、
②
「
こ
こ
」
を
保
留
す
る
と
、
ど
れ
も
前
方
指
示
の
文
脈
指
示
と
み
な
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
ど
れ
も
ソ
系
の
指
示
語

に
も
置
き
換
え
ら
れ
る
。
コ
系
に
し
た
の
は
、
書
き
手
の
立
ち
位
置
を
前
提
と
し
て
、
話
題
化
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

②
「
こ
こ
」
は
、
諸
注
釈
書
に
お
い
て
、
「
こ
こ
に
」
の
形
で
、
漢
文
訓
読
的
な
接
続
詞
の
用
法
と
さ
れ
、
「
そ
こ
で
」
と
順
接
的
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
「
こ

こ
」
を
場
所
を
示
す
指
示
代
名
詞
と
す
る
と
、
直
後
の
「
相
応
寺
の
ほ
と
り
に
」
と
の
重
複
感
が
な
く
も
な
い
が
、
直
前
に
あ
る
「
山
崎
の
橋
」
が
見
え
る
所

ま
で
至
っ
て
と
い
う
意
な
ら
ば
、
指
示
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
「
そ
こ
で
」
と
い
う
順
接
型
の
連
接
関
係
と
し
て
考
え
る
と
、
「
嬉
し
き
こ
と
限
り
な

し
」
だ
か
ら
「
し
ば
し
船
を
留
め
て
、
と
か
く
定
む
る
こ
と
あ
り
」
と
な
っ
て
、
文
脈
的
に
不
自
然
で
は
あ
る
ま
い
か
。

以
上
、
指
示
語
の
使
用
頻
度
の
高
い
五
日
分
の
日
記
記
述
に
お
け
る
コ
系
の
用
法
を
確
認
し
た
結
果
、
文
脈
指
示
用
法
と
し
て
は
、
必
要
以
上
に
話
題
化
す

る
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。

そ
の
要
因
と
し
て
想
定
さ
れ
る
の
は
、
日
記
と
し
て
の
現
場
性
あ
る
い
は
臨
場
性
で
あ
る
。
文
脈
指
示
の
用
法
は
、
現
場
指
示
か
ら
派
生
し
、
コ
系
と
ソ
系

の
違
い
は
そ
の
用
法
を
元
に
し
て
、
指
示
対
象
の
話
題
化
に
関
し
て
特
立
的
か
中
立
的
か
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
先
に
述
べ
た
が
、
日
記
の
場
合
は
書
き
手
自

身
が
実
際
に
体
験
し
た
出
来
事
を
記
述
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
再
現
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
ら
の
出
来
事
の
現
場
性
な
り
臨
場
性
な
り
を
表
わ
そ
う
と
す

る
と
き
、
話
し
手
（
書
き
手
）
側
の
領
域
を
示
す
コ
系
の
指
示
請
が
選
択
さ
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
れ
は
文
章
で
あ
り
な
が
ら
、
時
折
混
入
さ

れ
る
現
場
指
示
用
法
の
コ
系
指
示
語
の
使
用
と
も
連
動
す
る
。



そ
も
そ
も
文
章
に
お
い
て
、
文
脈
指
示
か
現
場
指
示
か
、
そ
の
用
法
を
分
け
る
基
準
と
な
る
の
は
、
指
示
対
象
と
想
定
さ
れ
る
内
容
が
文
脈
内
に
担
保
さ
れ

る
か
否
か
で
あ
っ
て
、
あ
る
指
示
語
が
文
脈
指
示
の
用
法
と
み
な
せ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
現
場
指
示
の
用
法
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。
土
佐
日
記
が

件
ん
の
船
旅
が
終
っ
た
後
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
船
旅
を
回
想
し
、
あ
る
い
は
メ
モ
を
確
認
す
る
中
で
、
そ
の
時
ど
き
の
様
子
が
そ
の
場
に
い
る
か
の

よ
う
に
あ
り
あ
り
と
思
い
浮
か
べ
ら
れ
れ
ば
、
結
果
的
に
文
脈
的
な
自
然
さ
を
無
視
し
て
で
も
、
ま
さ
に
直
示
的
な
コ
系
の
指
示
語
を
用
い
る
こ
と
は
十
分
に

考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
土
佐
日
記
に
お
け
る
コ
系
の
指
示
語
の
多
さ
は
、
日
記
と
い
う
位
相
に
あ
る
作
品
だ
か
ら
で
あ
り
、
自
ら
の
体
験
の
現
場
性
・
臨
場
性
を
強
く
打

ち
出
そ
う
と
し
た
、
あ
る
い
は
意
図
せ
ず
に
現
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
当
時
の
日
記
の
標
準
は
変
体
漢
文
体
で
あ
っ
た
が
、

山
田
孝
雄
〔
一
九
三
五
〕
以
降
、
指
摘
さ
れ
る
漢
文
訓
読
的
な
「
こ
れ
」
の
用
法
の
影
響
は
ま
っ
た
く
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
、
談
話
を
ふ
ま
え
た
口
語
に

よ
る
和
文
体
を
と
っ
た
か
ら
こ
そ
実
現
し
た
結
果
と
み
な
さ
れ
る
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、
指
示
語
の
文
脈
指
示
用
法
が
中
心
と
な
る
べ
き
、
独
立
し
た
文
脈
を

有
す
る
文
章
と
し
て
は
、
土
佐
日
記
は
ま
だ
成
熟
し
て
い
な
い
段
階
に
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。

〔
問
題
2
の
1
〕

〔
前
提
2
〕
で
触
れ
た
ご
と
く
、
土
佐
日
記
の
文
章
に
は
、
漢
文
訓
読
的
あ
る
い
は
変
体
漢
文
的
な
用
語
・
用
法
の
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
土
佐
日
記
の
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
に
認
め
ら
れ
る
事
実
で
あ
る
が
、
こ
と
指
示
語
に
関
し
て
は
、
は
た
し
て
そ
れ
ら
の
影
響
と
言
え
る
か
、
疑
問
が
な

く
も
な
い
。
そ
れ
ら
の
い
く
つ
か
を
指
摘
し
て
み
た
い
。

〔
問
題
2
の
2
〕

〔例
6〕

一
二
月
二
一
日

男
も
す
な
る
日
記
と
い
ふ
も
の
を
、
女
も
し
て
み
む
、
と
て
、
す
る
な
り
。
そ
れ
の
年
の
十
二
月
の
二
十
日
あ
ま
り
一
日
の
日
の
戊
の
刻
に
、
門
出

土
左
日
記
の
指
示
表
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題

五



一六

す

有
名
な
官
頭
部
分
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
「
そ
れ
」
と
い
う
指
示
語
に
関
し
て
、
参
看
し
た
注
釈
書
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
各
引
用
末
尾
に

出
典
の
略
称
を
挙
げ
る
。
「
／
」
は
前
後
の
説
明
が
別
箇
所
に
あ
る
こ
と
を
示
す
。

※
漢
文
の
「
某
年
」
を
訓
読
す
る
と
き
に
使
う
語
。
（
日
本
古
典
文
学
全
集
）

※
某
年
／
具
体
的
な
年
次
を
脱
化
。
（
新
日
本
古
典
文
学
全
集
）

※
「
某
年
」
の
訓
読
語
。
女
性
仮
託
に
合
わ
せ
た
文
学
的
設
定
。
事
実
は
承
平
四
年
。
（
日
本
古
典
文
学
集
成
）

※
観
智
院
本
『
類
取
県
名
義
抄
』
に
「
某
ソ
レ
」
と
訓
読
す
る
よ
う
に
、
「
そ
れ
の
と
し
」
と
は
某
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
承
平
四
年
を
某
年
と
表
現
し
て
、

正
確
な
暦
年
を
示
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
は
、
深
遠
複
雑
な
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
。
／
元
号
年
数
を
伏
せ
て
「
そ
れ
の
と
し
」
と
記
し
、
主
人
公
た
る
貫

之
自
身
を
「
あ
る
ひ
と
」
と
不
定
三
人
称
で
呼
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
事
実
の
臨
化
に
は
、
読
者
に
自
由
な
想
像
を
ゆ
る
す
物
語
的
な
効
果
と
、
歴
史
的

事
実
に
束
縛
さ
れ
な
い
脚
色
虚
構
の
自
由
と
、
更
に
貫
之
が
試
み
よ
う
と
し
て
い
る
社
会
風
刺
に
対
し
て
の
反
作
用
を
予
防
す
る
目
的
と
、
三
つ
が
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
／
「
そ
れ
の
と
し
」
「
い
さ
さ
か
に
」
な
ど
は
、
序
文
と
し
て
の
荘
重
味
を
加
え
る
意
図
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
「
か
れ
こ
れ
」

「
く
ら
へ
つ
る
」
「
日
し
き
り
に
」
と
い
う
よ
う
な
堅
苦
し
い
言
葉
遣
い
は
、
そ
れ
と
は
無
関
係
に
、
男
性
の
日
記
文
体
、
す
な
わ
ち
変
体
和
臭
の
漢
文
調

を
出
そ
う
と
す
る
、
苦
肉
の
表
現
技
巧
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
萩
谷
全
注
釈
）

※
あ
る
年
。
貫
之
が
帰
任
の
た
め
土
佐
の
国
を
出
発
し
た
の
は
朱
雀
天
皇
の
承
平
四
年
（
九
三
四
）
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
わ
ざ
と
お
ぼ
め
か
し
て
い
っ
た
も

の
。
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）

※
あ
る
年
。
承
平
四
年
（
九
三
四
）
の
こ
と
。
脱
化
表
現
。
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
注
釈
書
が
、
件
ん
の
「
そ
れ
」
を
、
「
某
年
」
と
い
う
漢
語
の
訓
読
語
の
一
部
と
み
な
す
と
と
も
に
、
具
体
年
を
臨
化
す
る
た
め

と
捉
え
て
い
る
。

古
事
記
に
も
「
赤
猪
子
答
白
、
其
年
其
月
（
そ
れ
の
年
そ
れ
の
月
）
、
被
天
皇
命
、
仰
待
大
命
、
至
子
今
日
、
経
八
十
歳
」
（
下
・
雄
略
天
皇
）
と
訓
読
さ
れ

る
一
例
が
見
ら
れ
る
が
、
新
日
本
古
典
文
学
全
集
に
は
「
赤
猪
子
は
明
確
な
年
月
を
言
っ
た
が
、
そ
れ
が
簡
略
化
し
た
も
の
」
の
よ
う
に
、
臨
化
と
は
異
な
る



説
明
が
あ
る
。

資
料
と
し
て
注
目
し
た
い
の
は
、
祝
詞
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
の
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
は
次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。

〔例
7
〕

：
・
王
等
・
臣
等
・
百
官
人
等
、
倭
国
乃
の
六
御
県
能
の
刀
祢
、
男
女
釦
に
至
万
立
、
今
年
某
（
そ
れ
の
）
月
某
（
そ
れ
の
）
目
、
諸
参
出
来
ヨ
、
・
：
（
広
瀬

大
忌
祭
）

〔例
8〕

：
・
某
（
そ
れ
の
）
官
某
（
そ
れ
の
）
位
某
（
そ
れ
の
）
王
、
中
臣
某
（
そ
れ
の
）
官
某
（
そ
れ
の
）
位
某
（
そ
れ
の
）
姓
名
乎
為
使
豆
・
：
（
伊
勢
大
神
宮
・

九
月
神
嘗
祭
）

〔例
7
〕
の
「
そ
れ
」
に
関
し
て
、
日
本
古
典
文
学
大
系
は
「
実
際
の
使
用
に
は
、
四
月
四
日
、
ま
た
は
七
月
四
日
と
記
す
の
を
、
某
月
某
日
で
あ
ら
わ
し

て
い
る
」
と
注
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
「
某
（
そ
れ
の
）
官
位
姓
名
乎
」
（
伊
勢
大
神
宮
・
二
月
祈
年
、
六
月
・
十
二
月
月
次
祭
り
）
、
「
某
（
そ
れ
の
）
官
位
姓
名
乎
」
（
伊
勢
大
神
宮
・
盟

受
宮
）
、
「
某
（
そ
れ
の
）
官
某
（
そ
れ
の
）
位
某
（
そ
れ
の
）
玉
、
中
臣
某
（
そ
れ
の
）
官
某
（
そ
れ
の
）
位
某
姓
名
（
な
に
が
し
）
乎
」
（
伊
勢
大
神
宮
・

豊
受
宮
同
祭
）
、
「
弁
官
某
（
そ
れ
の
）
位
某
姓
名
（
な
に
が
し
）
乎
」
（
伊
勢
大
神
宮
・
遷
奉
大
神
宮
祝
詞
）
な
ど
と
い
う
例
が
あ
り
、
「
そ
れ
」
全
一
五
例
が

同
じ
用
法
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
「
そ
れ
の
1
」
と
い
う
表
現
は
、
伊
勢
神
宮
の
例
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
祝
詞
に
お
け
る
一
種
の
定
型
的
な
表
現
と
し
て
成
り
立
っ
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
も
、
「
某
姓
名
」
に
「
な
に
が
し
」
が
相
当
し
、
か
つ
現
代
語
の
「
だ
れ
そ
れ
」
に
対
応
す
る
「
な
に
が
し
そ
れ
が
し
」
と
い
う

古
代
詩
も
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
「
そ
れ
」
は
不
定
称
的
に
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

問
題
は
、
祝
詞
に
お
け
る
「
そ
れ
」
の
、
こ
の
よ
う
な
用
法
が
、
注
釈
書
な
ど
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
、
漢
文
訓
読
語
と
し
て
の
用
法
か
ら
来
た
も
の

か
と
い
う
点
で
あ
る
。

土
左
日
記
の
指
示
表
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題

七



人

祝
詞
が
、
「
古
代
人
の
信
仰
を
、
口
頭
言
語
に
よ
っ
て
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
神
の
こ
と
ば
で
も
あ
っ
た
か
ら
、

で
あ
り
、
道
徳
で
あ
っ
た
。
よ
い
こ
と
ば
を
使
え
ば
よ
い
結
果
を
得
る
と
い
う
言
霊
思
想
に
基
づ
く
か
ら
、
表
現
も
洗
練
さ
れ
て
い
た
」
（
日
本
語
学
研
究
事
典
）

と
す
れ
ば
、
そ
の
詞
章
は
当
時
の
口
頭
言
語
、
し
か
も
位
相
的
に
改
ま
り
度
の
強
い
、
公
的
な
語
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
、
あ
る
い
は
祝
詞
に
使
用
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
語
性
を
持
つ
と
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
祝
詞
な
ど
の
用
法
の
「
そ
れ
」
が
漢
文
訓
読
の
際
に
も

採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
逆
で
は
な
い
と
み
な
す
の
が
順
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
す
れ
ば
、
土
佐
日
記
目
頭
の
「
そ
れ
の
年
」
と
い
う
表
現
が
、
「
序
文
と
し
て
の
荘
重
味
を
加
え
る
意
図
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
」
（
萩
谷
全
注
釈
）
と

一
種
の
法
令
で
あ
り
、
教
訓

し
で
も
、
そ
の
荘
重
味
は
、
漢
文
訓
読
で
は
な
く
、
祝
詞
の
よ
う
な
儀
礼
的
な
詞
章
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

も
う
一
つ
、
問
題
が
あ
る
。
な
ぜ
祝
詞
の
「
そ
れ
」
が
不
定
称
的
な
用
法
に
な
っ
た
の
か
、
で
あ
る
。
【
表
3
｝
に
示
し
た
よ
う
に
、
祝
詞
に
は
同
じ
ソ
系

の
「
そ
の
」
が
二
例
、
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
二
例
と
も
通
常
の
前
方
文
脈
指
示
の
用
法
で
あ
る
。

じ
つ
は
、
「
そ
れ
」
が
不
定
称
の
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
独
立
し
た
文
章
を
前
提
と
し
て
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
文
章
は
原
則
と
し
て
、
現
場
性
を
持
た
ず
、

も
っ
ぱ
ら
言
語
的
文
脈
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
該
指
示
語
の
指
示
対
象
が
言
語
的
文
脈
中
に
同
定
で
き
な
け
れ
ば
、
不
定
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
祝
詞
は
口
論
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
文
字
資
料
は
そ
れ
が
記
載
さ
れ
て
、
そ
の
時
そ
の
時
の
場
面
に
お
け
る
祝
詞
の
口
調
の
、
い
わ
ば
台
本
と

な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
各
場
面
に
お
け
る
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
時
間
も
当
事
者
も
可
変
的
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
応
じ
て
変
更
が
必
要
と
な
る
。
そ
う
い

う
こ
と
を
想
定
し
て
の
「
そ
れ
」
で
あ
っ
て
、
決
し
て
そ
の
ま
ま
読
み
上
げ
る
わ
け
で
は
な
く
、
不
定
で
あ
る
物
事
を
指
示
し
て
い
る
の
で
も
な
い
。
祝
詞
の

文
字
資
料
の
書
き
手
が
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
読
み
手
の
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
て
、
「
そ
れ
」
の
部
分
に
該
当
す
る
具
体
的
な
言
葉
を
代
入
で
き
る
よ
う
に
し
た

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
用
法
を
何
と
呼
ぶ
べ
き
か
。
そ
の
ま
ま
の
現
場
指
示
で
も
な
け
れ
ば
文
脈
指
示
と
も
言
え
な
い
と
す
れ
ば
、
残
る
の
は
観
念
指
示
だ
け
で
あ
り
、

〔
前
提
2
〕
の
表
1
に
ム
表
示
し
た
の
は
、
そ
の
謂
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
通
常
の
カ
系
に
よ
る
観
念
指
示
は
「
話
し
手
（
書
き
手
）
と
聞
き
手
（
読
み
手
）

双
方
の
観
念
内
に
共
通
に
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
対
象
」
を
指
示
す
る
用
法
を
言
う
が
、
祝
詞
の
「
そ
れ
」
は
読
み
手
に
そ
の
特
定
を
委
ね
た
、
つ
ま
り
受
け
手

の
領
域
に
属
す
る
こ
と
が
ら
を
指
示
す
る
の
で
あ
っ
て
、
書
き
手
は
関
知
し
な
い
と
い
う
点
で
異
な
る
。
こ
れ
は
い
わ
ば
擬
似
的
に
仮
構
さ
れ
た
現
場
指
示
の



用
法
と
す
る
の
が
適
切
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

そ
の
点
で
思
い
合
わ
さ
れ
る
の
が
、
土
佐
日
記
の
該
当
部
分
の
右
傍
の
「
延
長
八
年
任
土
左
承
平
四
年
欺
」
と
い
う
勘
物
で
あ
る
。
こ
れ
は
貫
之
自
筆
祖
本

を
き
わ
め
て
忠
実
に
書
写
し
た
と
さ
れ
る
為
家
本
お
よ
び
青
絡
書
屋
本
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
表
記
・
表
現
で
は
な
く
内
容
に
関
わ
る
唯
一
の
補
筆
で

あ
り
、
お
そ
ら
く
は
貫
之
自
身
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
為
家
あ
る
い
は
さ
ら
に
そ
れ
以
前
の
書
写
者
の
手
に
な
る
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
わ
ざ
わ

ざ
の
勘
物
が
物
語
る
の
は
、
「
そ
れ
の
年
」
が
具
体
的
な
年
次
を
代
入
す
る
こ
と
を
求
め
る
用
法
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

も
し
時
期
を
不
特
定
化
し
脱
化
す
る
こ
と
を
常
と
し
た
当
時
の
物
語
の
手
法
に
倣
っ
た
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
勘
物
は
不
要
ど
こ
ろ
か
不
都
合

で
さ
え
あ
る
。
そ
も
そ
も
事
実
を
記
す
べ
き
日
記
に
お
い
て
不
特
定
な
時
間
設
定
と
い
う
こ
と
自
体
が
不
自
然
な
の
で
あ
り
、
た
と
え
不
特
定
化
の
必
要
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
「
あ
る
年
」
な
り
「
い
づ
れ
か
の
年
」
な
り
の
、
他
の
表
現
も
あ
り
え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
あ
え
て
用
い
ず
に
「
そ
れ
の
年
」
に
し

た
の
は
、
祝
詞
の
定
型
的
な
表
現
と
同
じ
く
、
想
定
さ
れ
る
具
体
特
定
的
な
年
次
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
も
と
よ
り
、
特
定
し

え
な
い
一
般
の
読
み
手
に
と
っ
て
は
、
結
果
的
に
脱
化
さ
れ
た
表
現
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
け
れ
ど
も
、
貫
之
が
当
初
か
ら
そ
れ
を
意
図
し
た
わ
け
で
は
あ
る

土
品
い
。つ
ま
り
、
土
佐
日
記
冒
頭
の
「
そ
れ
の
年
」
の
「
そ
れ
」
は
、
漢
文
訓
読
語
で
も
な
け
れ
ば
、
脱
化
表
現
で
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

〔
問
題
2
の
3
〕

土
佐
日
記
の
「
こ
の
」
と
い
う
指
示
語
五
七
例
の
う
ち
九
例
が
、
「
あ
ひ
だ
（
間
）
」
と
い
う
語
を
下
接
す
る
。
用
例
数
と
し
て
は
、
「
こ
の
歌
」
の
一

O
例

に
次
ぐ
多
き
で
あ
り
、
他
は
一
例
の
み
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
の
で
、
そ
の
用
法
が
目
立
つ
。

漢
字
表
記
「
此
問
」
に
相
当
す
る
も
の
と
忠
わ
れ
、
「
土
佐
日
記
」

峰
岸
明
〔
一
九
八
六
〕
は
、
「
「
こ
の
あ
ひ
だ
に
」
「
か
か
る
あ
ひ
だ
に
」
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
。
こ
れ
は
、
古
記
録
の
常
套
語
と
も
言
ふ
べ
き
、
（
略
）

の
文
章
が
記
録
体
の
特
色
を
有
す
る
こ
と
の
一
証
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
」
（
八

六
三
頁
）
と
す
る
。
こ
れ
は
、
「
こ
の
あ
ひ
だ
に
」
「
か
か
る
あ
ひ
だ
に
」
と
い
う
表
現
自
体
の
み
な
ら
ず
、
指
示
語
で
は
な
く
接
続
詞
と
し
て
の
用
法
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
も
意
味
す
る
。

土
在
日
記
の
指
示
衣
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題

九



ニ
O

こ
の
指
摘
を
ふ
ま
え
て
の
こ
と
か
、
土
佐
日
記
の
諸
注
釈
舎
で
は
「
変
体
漢
文
の
用
語
」
と
説
明
さ
れ
る
が
、
「
こ
の
あ
ひ
だ
」
の
九
例
す
べ
て
に
及
ん
で

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
括
れ
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
揺
れ
は
、
次
の

A
B
C
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
整
理
で
き
る
。

〈

A
グ
ル
ー
プ
〉

参
看
し
た
注
釈
書
（
日
本
古
典
文
学
大
系
・
新
日
本
古
典
文
学
大
系
・
日
本
古
典
文
学
全
集
・
新
日
本
古
典
文
学
全
集
・
日
本
古
典
文
学
集
成
・
萩
谷
全
注

釈
）
す
べ
て
が
、
変
体
漢
文
の
用
語
と
し
て
、
接
続
詞
の
解
釈
を
す
る
も
の
で
、
次
の
四
例
が
相
当
す
る
。

〔例
9〕
か
く
あ
る
う
ち
に
、
京
に
て
生
ま
れ
た
り
し
女
子
、
国
に
て
に
は
か
に
失
せ
に
し
か
ば
、
こ
の
頃
の
出
で
立
ち
い
そ
ぎ
を
見
れ
ど
、
何
言
も
言
は
ず
、

京
へ
帰
る
に
、
女
子
の
亡
き
の
み
ぞ
悲
し
び
恋
ふ
る
。
在
る
人
／
＼
も
え
堪
へ
ず
。
こ
の
間
に
、
あ
る
人
の
書
き
て
出
だ
せ
る
歌
、

〔
例
叩
〕

一
二
月
二
七
日

一
月
二
六
日

こ
れ
を
聞
き
て
、
あ
る
女
の
童
の
詠
め
る
、

わ
た
つ
み
の
道
触
り
の
神
に
手
向
け
す
る
幣
の
追
風
止
ま
ず
吹
か
な
む

と
ぞ
詠
め
る
。

こ
の
間
に
、
風
の
よ
け
れ
ば
、
揖
取
い
た
く
誇
り
て
、
船
に
机
上
げ
な
ど
喜
ぶ
。

〔
例
刊
〕
二
月
一
日

一
一
月
一
日
。
朝
の
問
、
雨
降
る
。
午
刻
ば
か
り
に
止
み
ぬ
れ
ば
、
和
泉
の
灘
と
い
う
ふ
所
よ
り
出
で
て
漕
ぎ
行
く
。
海
の
上
、
昨
日
の
ご
と
く
に
、
風

波
見
え
ず
。
黒
崎
の
松
原
を
経
て
行
く
。
所
の
名
は
黒
く
、
松
の
色
は
青
く
、
磯
の
波
は
雪
の
ご
と
く
に
、
貝
の
色
は
蘇
芳
に
、
五
色
に
い
ま
一
色
ぞ
足

ら
ぬ
。こ
の
間
に
、
今
日
は
箱
の
浦
と
い
ふ
所
よ
り
網
手
曳
き
て
行
く
。



〔
例
吃
〕
二
月
九
日

九
日
。
心
許
な
き
に
、
明
け
ぬ
か
ら
、
船
を
曳
き
つ
、
上
れ
ど
も
、
川
の
水
な
け
れ
ば
、
ゐ
ざ
り
に
の
み
ぞ
ゐ
ざ
る
。

こ
の
聞
に
、
わ
だ
の
泊
の
あ
か
れ
の
所
と
い
ふ
所
あ
り
。

〈

B
グ
ル
ー
プ
〉

次
の
三
例
は
、
一
方
で
変
体
漢
文
の
用
語
と
し
て
「
と
こ
ろ
で
」
と
い
う
転
換
型
の
接
続
詞
と
み
な
さ
れ
た
り
、
ま
た
一
方
で
「
そ
の
時
に
」
「
こ
の
時
に
は
」

な
ど
の
よ
う
に
、
文
脈
指
示
の
用
法
と
し
て
解
釈
さ
れ
た
り
す
る
例
で
あ
る
。

〔
例
叩
〕

一
二
月
二
八
日

廿
八
日
。
浦
戸
よ
り
漕
ぎ
出
で
て
、
大
湊
を
追
ふ
ロ

こ
の
間
に
、
以
前
の
守
の
子
、
山
口
の
ち
み
ね
、
酒
、
よ
き
物
ど
も
持
て
来
て
、
船
に
入
れ
た
り
。
行
く
／
＼
飲
み
食
ふ
。

〔
例
叫
〕

一
月
一
七
日

十
七
日
。
曇
れ
る
雲
な
く
な
り
て
、
暁
月
夜
い
と
も
お
も
し
ろ
け
れ
ば
、
船
を
出
だ
し
て
漕
ぎ
行
く
。

こ
の
間
に
、
雲
の
上
も
海
の
底
も
、
同
じ
ご
と
く
に
な
む
あ
り
け
る
。

〔例代山〕

一
月
ニ
一
日

お
ぼ
ろ
け
の
願
に
よ
り
て
に
や
あ
ら
む
、
風
も
吹
か
ず
、
好
き
日
出
で
来
て
、
漕
ぎ
行
く
。

こ
の
間
に
、
使
は
れ
む
、
と
て
付
き
て
来
る
童
あ
り
。

〈

C
グ
ル
ー
プ
〉

次
の
二
例
は
、
と
も
に
変
体
漢
文
の
用
語
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
「
こ
の
時
に
」
や
「
そ
の
う
ち
」
と
い
う
文
脈
指
示
の
用
法
で
解
釈
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

土
左
日
記
の
指
示
表
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題



〔
例
市
〕

一
月
七
日

こ
の
長
植
の
物
は
、
み
な
人
、
童
ま
で
に
く
れ
た
れ
ば
、
飽
き
満
ち
て
、
船
子
ど
も
は
腹
鼓
を
打
ち
て
、
海
を
さ
へ
お
ど
ろ
か
し
て
、
波
立
て
っ
ぺ
し
。

か
く
て
、
こ
の
間
に
事
多
か
り
。

〔
例
げ
〕
一
月
一
七
日

か
く
言
ふ
聞
に
、
夜
ゃ
う
や
く
明
け
ゆ
く
に
、
揖
取
ら
、
「
黒
き
雲
、
に
は
か
に
出
で
来
ぬ
。
風
吹
き
ぬ
べ
し
。
御
船
返
し
て
む
」
と
言
ひ
て
、
船
返
る
。

こ
の
間
に
、
雨
降
り
ぬ
。
い
と
わ
び
し
。

以
上
の
A
B
C
の
三
グ
ル
ー
プ
は
、

A
が
、
も
っ
と
も
変
体
漢
文
の
用
語
ら
し
い
、
転
換
型
の
接
続
詞
の
用
法
、

C
が
、
も
っ
と
も
そ
れ
ら
し
か
ら
ぬ
、
文

脈
指
示
の
用
法
、
そ
し
て
B
が
そ
の
中
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

萩
谷
全
注
釈
は
、
一
貫
し
て
「
こ
の
あ
ひ
だ
」
を
変
体
漢
文
の
用
語
と
し
な
が
ら
も
、
〔
例
目
〕
に
関
連
し
て
、
土
佐
日
記
に
は
「
漠
然
と
、
近
頃
の
過
去

の
時
点
を
指
定
す
る
現
代
口
語
の
「
こ
な
い
だ
」
と
同
じ
用
例
や
、
上
文
か
ら
話
題
を
転
ず
る
時
に
用
い
る
、
「
と
き
に
」
「
と
こ
ろ
で
」
と
い
っ
た
接
続
の
言

葉
と
し
て
の
用
例
」
の
両
方
が
あ
り
、
後
者
の
例
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
両
者
の
区
別
に
つ
い
て
も
、
〔
例
日
〕
で
は
、
「
「
そ
こ
で
」
「
と

こ
ろ
で
」
と
い
っ
た
接
続
詞
と
し
て
で
は
な
く
、
漠
然
と
時
期
を
指
定
す
る
副
詞
的
修
飾
語
と
し
て
は
た
ら
い
て
い
る
も
の
と
み
る
。
な
ぜ
な
ら
廿
八
日
の
条

は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
接
続
詞
を
置
い
て
一
息
い
れ
る
必
要
が
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
説
明
し
た
り
、
〔
例
げ
〕
に
つ
い
て
も
、
「
上
に
「
か
く
て
」
と
い
う

接
続
詞
が
す
で
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
更
に
重
ね
て
「
こ
の
あ
ひ
だ
」
を
接
続
詞
と
し
て
用
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
「
こ
の
と
き
に
は
」
と
い
っ
た
漠
然

た
る
時
期
指
定
の
副
詞
的
修
飾
語
で
あ
ろ
う
」
と
解
釈
し
た
り
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
「
こ
の
あ
ひ
だ
」
と
い
う
表
現
が
変
体
漢
文
の
用
語
と
み
な
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
「
問
（
あ
ひ
だ
）
」
の
単
独
例
も
含
め
、
和
文
に
は
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
い
の
に
対
し
て
、
古
記
録
類
に
は
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
が
、
峰
岸
明
ご
九
八
六
〕
に
よ
れ
ば
、
変
体
漢
文
に
頻
出
し
、
変
体
漢
文
体
の
指

標
の
一
つ
と
さ
れ
る
の
は
、
「
こ
の
あ
ひ
だ
」
で
は
な
く
、
「
し
か
る
あ
ひ
だ
」
と
い
う
ソ
系
の
表
現
の
ほ
う
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
土
佐
日
記
に
は
、
【
表
2】

で
示
し
た
よ
う
に
、
「
し
か
る
あ
ひ
だ
」
は
一
例
も
見
出
さ
れ
な
い
。

ま
た
、
「
こ
の
あ
ひ
だ
」
が
指
示
表
現
な
の
か
接
続
表
現
な
の
か
を
判
別
す
る
た
め
に
ま
ず
行
う
べ
き
こ
と
は
、
萩
谷
全
注
釈
の
よ
う
に
、
接
続
詞
と
し
て



の
用
法
の
妥
当
性
の
検
討
で
は
な
く
、
「
こ
の
」
本
来
の
指
示
語
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
う
る
対
象
の
認
定
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
〔
例
9
〕
1
〔
例
口
〕

の
引

用
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
直
前
の
表
現
部
分
は
、
「
こ
の
」
の
文
脈
指
示
の
対
象
と
し
て
認
め
ら
れ
う
る
も
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
そ
の
前
後
で
話
題
が
転

換
し
て
い
る
と
も
言
え
る
が
、
前
後
の
内
容
相
互
に
お
け
る
時
間
的
な
共
在
性
あ
る
い
は
連
続
性
は
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
各
例
の
該
当
部
分
を
、
「
こ

ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
聞
に
」
と
い
う
意
味
で
、
緩
く
指
示
し
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
少
な
く
と
も
、
「
こ
の
あ
ひ
だ
」
の
「
こ
の
」
の
指
示
性

が
ま
っ
た
く
失
わ
れ
て
い
る
、

つ
ま
り
指
示
対
象
が
特
定
さ
れ
な
い
と
ま
で
は
言
え
ま
い
。

つ
ま
り
、
あ
え
て
接
続
表
現
と
み
な
す
に
は
及
ば
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
む
し
ろ
接
続
表
現
と
み
な
し
、
「
と
こ
ろ
で
」
の
よ
う
な
転
換
型
の
連
接
関
係
と
捉
え
る
と
、
文
脈
的
に
大
き
な
組
館
が
生
じ
る
。

と
す
れ
ば
、
土
佐
日
記
に
お
け
る
「
こ
の
あ
ひ
だ
」
と
い
う
表
現
は
、
そ
の
特
定
性
の
程
度
に
は
多
少
の
幅
は
あ
る
も
の
の
、
指
示
表
現
と
し
て
捉
え
て
お

く
の
が
順
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
「
こ
の
あ
ひ
だ
」
が
変
体
漢
文
の
用
語
と
し
て
特
化
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
接
続
詞
的
な
用
法
に
あ
る
と
す
れ
ば
、

土
佐
日
記
の
「
こ
の
あ
ひ
だ
」
は
、
そ
れ
と
す
る
に
当
ら
な
い
と
言
え
よ
う
。

「
こ
の
あ
ひ
だ
」
の
類
似
の
表
現
と
し
て
、
同
じ
コ
系
の
「
か
か
る
あ
ひ
だ
」
と
「
か
く
1
あ
ひ
だ
」
の
例
を
、
次
に
挙
げ
て
お
く
。

〔
例
市
〕

一
月
八
日

七
日
に
な
り
ぬ
。
同
じ
港
に
あ
り
。

今
日
は
白
馬
を
思
へ
ど
、
か
ひ
な
し
。
た
ず
波
の
白
き
の
み
ぞ
見
ゆ
る
。

か
、
る
聞
に
、
人
の
家
の
、
池
と
名
あ
る
所
よ
り
、
鯉
は
な
く
て
、
鮒
よ
り
は
じ
め
て
、
川
の
も
海
の
も
、
他
物
ど
も
、
長
植
に
担
ひ
続
け
て
お
こ
せ

た
り
。
〔
例
叩
〕

一
月
一
一
日

十
一
日
。
暁
に
船
を
出
だ
し
て
、
室
津
を
追
ふ
。

人
み
な
ま
だ
寝
た
れ
ば
、
海
の
有
様
も
見
へ
ず
。
た
f

月
を
見
て
ぞ
、
西
東
を
ば
知
り
け
る
。
か
、
る
聞
に
、

み
な
夜
明
け
て
、
手
洗
ひ
、
例
の
事
ど

も
し
て
、
昼
に
な
り
ぬ
。

土
左
日
記
の
指
示
表
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題



二
四

〔
例
初
〕
二
月
六
日

七
日
。
今
日
、
河
尻
に
船
入
り
立
ち
て
、
漕
ぎ
上
る
に
、
川
の
水
乾
て
、
悩
み
患
ふ
。
船
の
上
る
こ
と
、

か
弘
る
聞
に
、
船
君
の
病
者
、
も
と
よ
り
こ
ち
／
＼
し
き
人
に
て
、
（
略
）

い
と
難
し
。

〔例引〕

一
月
一
七
日

こ
れ
を
聞
き
て
、
あ
る
人
の
ま
た
詠
め
る
、

影
見
れ
ば
波
の
底
な
る
ひ
き
か
た
の
空
漕
ぎ
渡
る
わ
れ
ぞ
わ
び
し
き

か
く
言
ふ
聞
に
、
夜
ゃ
う
や
く
明
け
ゆ
く
に
、
（
略
）

こ
れ
ら
の
表
現
に
対
し
て
は
、
ど
の
注
釈
書
も
、
「
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
」
「
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
」
「
そ
の
う
ち
に
」
「
こ
う
し
て
い
る
聞
に
」
「
そ
ん

な
時
に
」
‘
「
こ
う
言
っ
て
い
る
聞
に
」
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
の
で
、

い
ず
れ
も
接
続
表
現
と
し
て
で
は
な
く
、
直
前
部
を
対
象
と
す
る
文
脈
指
示
表
現
と

し
て
認
定
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
と
件
ん
の
「
こ
の
あ
ひ
だ
」
と
の
聞
に
、
い
か
ほ
ど
の
径
庭
が
あ
る
と
も
思
わ
れ
な
い
。
察
す
る
に
、

諸
注
釈
書
に
お
け
る
解
釈
の
揺
れ
は
、
「
こ
の
あ
ひ
だ
」
が
変
体
漢
文
の
用
語
で
あ
る
こ
と
を
前
提
し
、
そ
れ
な
ら
ば
接
続
詞
的
用
法
で
あ
る
と
い
う
意
識
が

先
行
し
た
結
果
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

よ
り
典
型
的
な
、

土
佐
日
記
に
「
こ
の
あ
ひ
だ
」
と
い
う
表
現
が
多
く
、
当
時
の
和
文
体
の
文
章
と
し
て
は
異
例
で
あ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
変
体
漢
文
に
お
い
て
、

ソ
系
の
「
し
か
る
あ
ひ
だ
」
で
は
な
く
、
コ
系
の
「
こ
の
あ
ひ
だ
」
あ
る
い
は
「
か
か
る
あ
ひ
だ
」
を
用
い
た
の
は
、
先
に
コ
系
金
体
の
多

さ
の
理
由
と
し
て
述
べ
た
よ
う
に
、
日
記
と
し
て
の
現
場
性
・
臨
場
性
の
ゆ
え
で
あ
っ
て
、
漢
文
あ
る
い
は
変
体
漢
文
の
日
記
の
影
響
が
優
先
的
な
理
由
で
あ

る
と
は
考
え
に
く
い
。

ち
な
み
に
、
古
事
記
に
は
「
こ
の
あ
ひ
だ
」
に
相
当
す
る
「
此
問
」
と
い
う
漢
字
語
が
六
例
見
ら
れ
る
が
、
新
日
本
古
典
文
学
全
集
本
で
は
、
す
べ
て
「
こ

こ
」
と
訓
ま
れ
、
「
「
此
閲
」
の
用
字
は
、
中
国
の
俗
語
的
用
法
に
基
ワ
」
き
、
「
場
所
を
示
す
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。



〔
問
題
2
の
4
〕

場
所
を
指
示
す
る
「
こ
こ
」
と
い
う
コ
系
の
指
示
請
は
、
土
佐
日
記
に
六
例
あ
り
、
【
表
4
｝
に
示
し
た
よ
う
に
、
三
例
が
現
場
指
示
、
残
り
三
例
が
保
留

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
保
留
の
三
例
は
い
ず
れ
も
格
助
詞
「
に
」
を
下
接
し
て
い
て
、
そ
れ
が
漢
文
訓
読
語
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
語
は
、
吉
田
金
彦
他
編
〔
二

O
O
ニ
の
「
訓
点
語
義
」
に
も
立
項
さ
れ
、
「
漢
文
で
、
文
頭
、
ま
た
時
に
文
中
に
あ
っ
て
、
先
行
の
叙
述
を
起
こ
す
「
云
」

「
言
」
「
此
」
「
斯
」
「
愛
」
「
卑
」
「
葱
」
字
な
ど
を
コ
コ
ニ
と
訓
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
訓
読
語
法
は
形
成
さ
れ
る
」
と
説
明
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
指
示

語
そ
の
ま
ま
の
用
法
と
し
て
の
「
こ
の
と
こ
ろ
に
」
と
「
こ
の
時
に
」
と
い
う
こ
つ
の
意
味
と
と
も
に
、
接
続
詞
の
用
法
と
し
て
、
「
l

先
行
の
叙
述
を
受

け
て
、
そ
の
結
果
生
ず
る
事
態
を
更
に
叙
述
す
る
際
に
用
い
る
語
。
そ
こ
で
。
そ
れ
故
に
」
と
、
「
2

先
行
の
叙
述
を
そ
こ
で
打
ち
切
り
、
話
題
を
転
換
し
て
、

新
し
く
叙
述
を
起
こ
す
際
に
用
い
る
語
。
き
て
。
と
こ
ろ
で
」
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
こ
こ
」
の
指
示
語
と
し
て
の
用
法
自
体
は
、
【
表
3
】
に
示
し
た
よ
う
に
、
和
文
に
も
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
「
に
」
を
下
接
し
た
と
し

て
も
、
漢
文
訓
読
語
特
有
と
は
言
い
が
た
い
。
違
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
訓
読
語
義
と
し
て
の
「
こ
こ
に
」
の
指
示
用
法
は
文
脈
指
示
に
限
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
元
が
漢
文
と
い
う
文
章
な
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
と
言
え
ば
当
然
で
あ
る
。
加
え
て
、
「
こ
の
あ
ひ
だ
」
と
同
様
、
接
続
詞
と
し
て
の

朋
法
が
、
和
文
系
に
は
見
ら
れ
な
い
、
漢
文
訓
読
一
語
特
有
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

参
考
ま
で
に
、
古
事
記
に
お
け
る
「
こ
こ
に
」
と
訓
じ
ら
れ
る
一
三
八
例
（
本
文
と
し
て
は
「
於
是
」
が
一
三
六
例
、
「
是
」
が
二
例
）

の
解
釈
を
、
新
日

本
古
典
文
学
全
集
本
の
訳
に
よ
っ
て
分
類
し
て
み
る
と
、
接
続
詞
と
し
て
の
解
釈
が
一

O
三
例
、
指
示
請
と
し
て
の
解
釈
が
三
五
例
と
な
り
、
前
者
が
全
体
の

四
分
の
三
を
占
め
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
内
訳
を
見
る
と
、
順
接
型
が
六
二
例
（
「
そ
こ
で
」
三
七
例
、
「
す
る
と
」
二
二
例
、
「
そ
れ
で
」
二
例
、
「
そ
う
す
れ
ば
」

一
例
）
、
転
換
型
が
二

O
例
（
「
さ
て
」

一
八
例
、
「
と
こ
ろ
で
」
二
例
）
あ
る
以
外
に
も
、
吉
田
金
彦
他
編
〔
二

O
O
ニ
で
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
、
添
加

型
一
九
例
（
「
そ
し
て
」

一
O
例
、
「
そ
う
し
て
」
七
例
、
「
こ
う
し
て
」

一
例
、
「
か
く
し
て
」

一
例
）
や
逆
接
型
二
例
（
「
と
こ
ろ
が
」
二
例
）
も
見
ら
れ
る
。

接
続
詞
用
法
と
－
認
定
さ
れ
る
の
が
大
半
を
占
め
る
古
事
記
の
語
集
が
漢
文
訓
読
的
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
本
文
表
記
に
拠
る
か
ぎ
り
当
然
で
あ
ろ
う
が
、
こ

の
よ
う
に
文
脈
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
連
接
類
型
を
表
わ
す
と
す
れ
ば
、
「
こ
こ
に
」
自
体
は
、
特
定
の
接
続
関
係
を
示
す
働
き
を
持
っ
て
い
な
い
と
言
わ
ざ

土
左
日
記
の
指
示
表
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題

二
五



一一ムハ

る
を
え
な
い
。
そ
れ
が
便
利
で
あ
る
た
め
に
多
用
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
文
脈
解
釈
の
知
何
に
強
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。

き
て
、
土
佐
日
記
の
保
留
例
三
例
は
、
次
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
が
、
諸
注
釈
書
は
そ
ろ
っ
て
漢
文
訓
読
語
と
認
定
し
た
上
で
、
「
そ
の
時
に
」
と
い
う
指

示
用
法
か
、
「
そ
こ
で
」
と
い
う
順
接
型
の
接
続
用
法
か
で
解
釈
し
て
い
る
。

〔
例
辺
〕
二
月
四
日

ま
た
、
住
吉
の
わ
た
り
を
漕
ぎ
行
く
。
あ
る
人
の
詠
め
る
歌
、

今
見
て
ぞ
身
を
ば
知
り
ぬ
る
住
の
江
の
松
よ
り
先
に
我
は
経
に
け
り

こ
、
に
、
昔
へ
人
の
母
、

一
日
片
時
も
忘
れ
ね
ば
詠
め
る
、

住
の
江
に
船
さ
し
寄
せ
よ
忘
れ
草
し
る
し
あ
り
や
と
摘
み
て
行
く
べ
く

と
な
む
。

「
そ
こ
で
」
の
よ
う
に
、
順
接
型
に
解
す
る
立
場
（
日
本
古
典
文
学
集
成
）
と
、
「
そ
の
時
に
」
の
よ
う
に
指
示
語
と
し
て
解
す
る
立
場
（
日
本
古
典
文
学
全

集
・
萩
谷
全
注
釈
）
と
が
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
「
あ
る
人
」
が
歌
を
詠
ん
だ
か
ら
「
昔
へ
人
の
母
」
も
詠
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
不
自
然
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
「
昔
へ
人
の
母
」
が
歌
を
詠
ん
だ
の
は
「
一
日
片
時
も
忘
れ
」
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
「
こ
こ
」
と
い
う
空
間
を
指
す
語
な
の
に
、

そ
れ
を
「
そ
の
時
に
」
と
時
間
を
指
す
よ
う
に
捉
え
る
必
然
性
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

こ
の
「
こ
こ
」
は
、
そ
の
前
に
出
て
く
る
「
住
吉
」
を
指
す
文
脈
指
示
用
法
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
「
こ
こ
で
」
と
解
釈
し
て
、
何
ら
不
都
合
は
な
い
。
コ
系

を
用
い
た
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
現
場
性
を
示
そ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

〔
例
幻
〕
二
月
九
日

か
く
て
、
船
曳
き
上
る
に
、
渚
の
院
と
い
ふ
所
を
見
っ
、
行
く
。
そ
の
院
、
昔
を
思
ひ
や
り
て
見
れ
ば
、
お
も
し
ろ
か
り
け
る
所
な
り
。
後
方
な
る
岡

に
は
、
松
の
木
ど
も
あ
り
。
中
の
庭
に
は
、
梅
の
花
咲
け
り
。
こ
、
に
、
人
／
＼
の
言
は
く
、
「
こ
れ
、
昔
、
名
高
く
聞
こ
へ
た
る
所
な
り
。
故
惟
喬
の



親
王
の
御
供
に
、
故
在
原
の
業
平
の
中
将
の
、

世
の
中
に
絶
へ
て
桜
の
咲
か
さ
ら
ば
春
の
心
は
の
ど
け
か
ら
ま
し

と
い
ふ
歌
詠
め
る
所
な
り
け
り
」
。
今
、
今
日
あ
る
人
、
所
に
似
た
る
歌
詠
め
り
。

千
代
経
た
る
松
に
は
あ
れ
ど
古
へ
の
声
の
寒
さ
は
変
は
ら
ざ
り
け
り

諸
注
釈
書
一
致
し
て
「
そ
こ
で
」
と
、
順
接
型
の
用
法
と
み
な
し
て
い
る
例
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
萩
谷
全
注
釈
で
は
「
昔
話
、
こ
と
に
紀
氏
の
歴
史
に
重
要

な
意
味
を
持
つ
惟
喬
親
王
の
故
事
を
こ
れ
か
ら
紹
介
し
よ
う
と
い
う
の
で
大
い
に
改
ま
っ
た
戯
粛
な
気
持
が
、
こ
の
訓
読
調
の
文
体
に
表
現
さ
れ
て
い
る
」
と

す
る
。
順
接
型
で
連
接
す
る
た
め
に
、
あ
え
て
訓
読
調
の
「
こ
こ
に
」
と
い
う
表
現
を
選
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
こ
の
「
こ
こ
に
」
を
場
所
を
指
示
す
る
表
現
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
何
か
支
障
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
文
脈
の
前
方
に
は
「
渚
の
院
と

い
ふ
所
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
、
そ
の
箇
所
を
中
心
と
し
た
文
脈
指
示
と
す
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
接
続
表
現
と

い
う
認
定
は
、
当
該
指
示
語
に
よ
る
文
脈
的
な
指
示
性
の
喪
失
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
「
こ
こ
に
」
即
、
接
続
詞
と
い
う
こ
と
に
は
決
し
て
な
ら

‘ド‘、
o

J
・山

U
U文
脈
的
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
前
の
方
で
「
そ
の
院
」
と
ソ
系
の
指
示
語
を
使
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
こ
こ
に
」
そ
し
て
会
話
文
中
の
「
こ
れ
」
と
連

続
し
て
コ
系
の
指
示
請
を
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
文
脈
的
に
も
現
場
的
に
も
、
そ
の
場
所
を
取
り
立
て
る
た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
後
続
表
現
に

は
「
今
、
今
日
あ
る
人
」
の
よ
う
に
、
「
背
」
と
対
比
し
た
今
現
在
を
強
調
す
る
表
現
が
見
ら
れ
る
。
ま
さ
に
、
語
り
手
（
書
き
手
）

の
、
今
こ
こ
を
表
わ
す

直
示
的
な
用
法
の
顕
示
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
を
勘
案
す
れ
ば
、
こ
の
「
こ
こ
に
」
は
、
接
続
用
法
と
し
て
、
指
示
性
を
認
め
な
い
よ
り
は
、
積
極
的
に
文

脈
指
示
の
用
法
と
み
な
す
方
が
文
脈
に
適
う
で
あ
ろ
う
。

〔例
M
〕
H
〔例
5
〕
二
月
一
一
日

山
崎
の
橋
見
ゆ
。
嬉
し
き
こ
と
限
り
な
し
。
こ
、
に
、
相
応
寺
の
ほ
と
り
に
、
し
ば
し
船
を
留
め
て
、
と
か
く
定
む
る
な
り
。

土
左
日
記
の
指
示
表
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題

二
七



二
八

こ
の
例
に
つ
い
て
は
、
〔
例
5
〕
に
お
い
て
説
明
し
た
と
お
り
、
文
脈
指
示
用
法
と
と
る
の
が
適
切
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
三
例
の
「
こ
こ
に
」
で
気
付
く
こ
と
は
、
二
月
に
入
っ
て
か
ら
連
続
し
て
出
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
【
表
5
】
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
コ
系
の
指
示

語
が
二
月
に
急
増
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
先
に
問
題
と
し
た
「
こ
の
あ
ひ
だ
」
は
ほ
ぼ
全
体
に
分
布
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
連
続
的
な
使
用
に
は
何

ら
か
の
理
由
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、
「
一
日
片
時
も
忘
れ
ね
ば
」
（
二
月
四
日
）
、
「
お
も
し
ろ
か
り
け
る
所
な
り
」
（
二
月
九
日
）
、
「
嬉
し
き
こ
と
限
り
な
し
」
（
一
一
月
一
一
日
）
の
よ
う

に
、
ど
れ
も
強
い
感
情
を
伴
っ
た
場
面
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

い
よ
い
よ
目
指
す
京
が
近
づ
い
て
き
た
こ
と
に
対
す
る
興
奮
と
感
慨
が
、
そ
の
場
所
の

一
つ
一
つ
に
対
す
る
、
「
こ
こ
」
と
い
う
コ
系
の
指
示
語
に
よ
る
現
場
確
認
と
な
っ
て
表
れ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
「
こ
こ
に
」
を
接
続
用
法
と

と
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
、
抽
象
化
さ
れ
た
文
脈
関
係
を
示
す
だ
け
で
あ
っ
て
、
こ
の
現
場
性
は
表
出
さ
れ
よ
う
が
な
い
。

〔
問
題
3
の
1
〕

土
佐
日
記
は
、
貫
之
が
土
佐
か
ら
帰
京
し
た
承
平
五
年
（
九
三
五
）
か
ら
、
彼
が
亡
く
な
る
天
慶
八
年
（
九
四
四
）
ま
で
の
十
年
の
聞
に
ま
と
め
ら
れ
た
の

は
確
か
で
あ
ろ
う
。
帰
京
前
あ
る
い
は
帰
京
中
に
、
こ
の
よ
う
な
形
で
作
品
化
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
備
忘
録
の
よ
う
な
も

の
は
付
け
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
土
佐
日
記
に
は
、
旅
程
の
事
実
と
一
致
し
な
い
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
日
記
と
し
て
忠

実
な
記
録
を
残
そ
う
と
し
た
わ
け
で
も
な
く
、
ま
た
そ
の
必
要
も
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
貫
之
の
記
憶
だ
け
に
頼
っ
て
脅
か
れ
た
と
す
る
に
は
、

五
五
日
間
に
及
ぶ
日
を
追
っ
て
の
出
来
事
を
再
現
す
る
の
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

問
題
に
な
る
の
は
、
元
に
な
っ
た
資
料
に
お
け
る
記
述
そ
の
も
の
と
、
作
品
化
す
る
際
の
記
述
の
整
理
・
補
入
と
の
兼
ね
合
い
で
あ
る
。
そ
れ
が
指
示
語
の

用
法
に
対
す
る
捉
え
方
の
問
題
と
な
っ
て
現
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
土
佐
日
記
の
成
立
過
程
に
関
わ
る
例
を
取
り
上
げ
る
。



〔
問
題
3
の
2
〕

土
佐
日
記
は
、
「
男
も
す
な
る
日
記
と
い
ふ
も
の
を
、
女
も
し
て
み
む
、
と
て
、
す
る
な
り
」
と
い
う
有
名
な
冒
頭
文
に
す
ぐ
続
け
て
、
以
下
の
表
現
が
あ
る
。

〔
例
お
〕

一
二
月
二
一
日

そ
れ
の
年
の
十
二
月
の
二
十
日
あ
ま
り
一
日
の
日
の
成
の
刻
に
、
門
出
す
。
閣
幽
よ
し
、

い
さ
、
か
に
も
の
に
書
き
つ
く
。

こ
の
文
脈
の
ま
ま
に
従
う
な
ら
ば
、
「
そ
の
」
が
指
示
す
る
の
は
、
そ
の
前
文
つ
ま
り
二
一
月
一
二
日
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
の
が
、
き
わ
め
て
自
然
で
あ

ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
諸
注
釈
書
の
す
べ
て
が
「
そ
の
よ
し
」
を
、
「
そ
の
旅
の
よ
う
す
」
の
よ
う
に
、
日
記
全
体
の
記
述
を
指
示
す
る
か
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
、
新
日
本
古
典
文
学
全
集
は
、
「
こ
こ
ま
で
が
全
体
の
序
。
こ
の
筆
致
は
こ
の
作
品
が
帰
京
後
回
想
の
基
づ
き
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示

す
」
の
よ
う
に
、
そ
の
指
示
の
し
か
た
を
も
っ
て
、
そ
こ
ま
で
を
土
佐
日
記
の
序
の
部
分
と
な
る
と
言
い
切
っ
て
い
る
。

長
沼
英
二
〔
一
九
九
八
〕
は
、
諸
注
釈
書
に
お
け
る
「
序
」
の
認
定
範
囲
を
、
冒
頭
の
第
一
文
の
み
、
第
一
文
か
ら
第
三
文
、
第
一
文
か
ら
第
六
文
、
の
三

類
に
分
け
、
第
一
文
か
ら
第
三
文
を
序
と
み
な
す
立
場
は
、
「
官
頭
第
三
文
「
そ
の
よ
し
い
さ
、
か
に
も
の
に
か
き
つ
く
」
を
、
以
下
の
「
日
記
」
内
容
を
概

括
す
る
も
の
と
見
て
、
序
文
的
内
容
を
読
み
取
る
の
で
あ
ろ
う
」
と
見
て
い
る
。

か
り
に
土
佐
日
記
に
序
相
当
の
部
分
を
認
め
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
旅
中
の
備
忘
録
の
記
述
と
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
作
口
開
化
す
る
に
あ
た
っ
て
、

冒
頭
第
一
文
と
と
も
に
書
き
加
え
ら
れ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
「
駿
」
相
当
と
み
な
さ
れ
る
、
最
終
日
の
二
月
一
六
日

の
末
尾
文
「
と
ま
れ
か
う
ま
れ
、
疾
く
破
り
て
む
」
も
同
様
で
あ
る
。
本
来
、
漢
文
に
由
来
す
る
序
践
の
あ
り
ょ
う
か
ら
考
え
れ
ば
、
土
佐
日
記
の
冒
頭
・
結

末
は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
と
一
言
守
え
る
か
と
い
う
基
本
的
な
問
題
も
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
日
ご
と
の
記
述
と
は
レ
ベ
ル
の
異
な
る
表
現
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の

日
々
の
記
述
と
は
区
別
さ
れ
る
と
は
言
え
る
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
文
脈
指
示
と
し
て
の
「
そ
れ
」
が
直
近
の
前
方
に
あ
る
特
定
の
文
脈
で
は
な
く
、
当
該
文
章
の
す
べ
て
を
指
示
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ

土
左
日
記
の
指
示
表
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題

二
九



。

り
え
な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。
か
り
に
そ
う
い
う
解
釈
が
成
り
立
つ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
も
は
や
文
脈
指
示
と
は
言
え
な
い
、
文
章
そ
の
も
の
を
物
化
し
た
現

場
指
示
の
用
法
で
あ
る
が
、
「
そ
の
よ
し
」
と
い
う
表
現
に
は
な
じ
ま
な
い
。
こ
の
「
そ
の
よ
し
」
は
、
そ
の
直
前
の
一
文
を
指
し
、
そ
の
具
体
的
内
容
が
、

後
に
続
く
三
文
の
記
述
内
容
で
あ
り
、
第
二
文
か
ら
第
六
文
が
二
一
月
一
一
一
日
分
の
記
述
と
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
捉
え
方
は
、
「
そ
の
よ
し
」
に
始
ま
る
一
文
が
当
日
の
メ
モ
と
し
て
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
「
そ
の
よ
し
、
い
き
、

か
に
物
に
書
き
つ
く
」
の
は
、
以
後
の
毎
日
に
も
あ
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
繰
り
返
す
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
旅
の
最
初
の
日
に
だ
け

は
、
そ
の
日
の
出
来
事
全
部
で
は
な
く
、
記
述
す
る
の
は
「
い
さ
、
か
に
」
で
あ
る
こ
と
を
、
作
品
化
す
る
際
に
書
き
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

文
脈
指
示
の
性
質
を
無
視
し
て
ま
で
、
「
そ
の
よ
し
」
を
記
述
全
体
を
指
す
表
現
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
た
の
は
、
初
日
だ
け
の
、
そ
の
一
文
の
記
述
レ
ベ

ル
の
違
い
を
、
序
と
し
て
分
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
し
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
た
し
か
に
、
土
佐
日
記
の
冒
頭
第
一
文
と
第
三
文
は
、
後
に

補
筆
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
が
、
第
二
文
が
あ
る
限
り
、
第
三
文
は
あ
く
ま
で
も
旅
の
初
日
の
記
述
に
収
ま
る
も
の
で
あ
る
。

〔
問
題
3
の
3
〕

〔
例
お
〕

一
月
一
六
日

十
四
日
。
眺
よ
り
雨
降
れ
ば
、
同
じ
所
に
泊
れ
り
。

船
君
、
節
忌
す
。
精
進
物
な
け
れ
ば
、
午
刻
よ
り
後
に
、
・
椅
取
の
昨
日
釣
り
た
り
し
鯛
に
、
銭
な
け
れ
ば
、
米
を
取
り
掛
け
て
、
落
ち
ら
れ
ぬ
。

閣
川
凶
こ
と
、
な
ほ
あ
り
ぬ
。
揖
取
、
ま
た
鯛
持
て
来
た
り
。
米
、
酒
、
し
ば
／
＼
く
る
。
揖
取
、
気
色
悪
か
ら
ず
。

右
の
「
か
、
る
」
が
そ
の
前
文
を
指
示
す
る
と
す
る
点
は
諸
注
釈
書
に
お
い
て
異
同
が
な
い
が
、
問
題
は
、
続
く
「
な
ほ
あ
り
ぬ
」
と
の
関
係
か
ら
、
「
他

の
人
た
ち
も
同
じ
よ
う
に
し
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
後
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
「
土
佐
日
記
」
が
そ
の
日
そ
の
日
の
記
録
の

集
で
は
な
く
、
あ
と
か
ら
ま
と
め
て
構
想
を
立
て
た
も
の
で
あ
る
証
拠
」
（
日
本
古
典
文
学
全
集
）
な
ど
の
知
く
説
明
す
る
注
釈
書
が
多
く
見
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。



こ
の
よ
う
な
捉
え
方
を
す
る
の
は
、
後
日
の
二
月
八
日
の
条
に
も
「
あ
る
人
、
鮮
ら
か
な
る
物
持
て
来
た
り
。
米
し
て
返
り
事
す
。
男
ど
も
、
ひ
そ
か
に
言

ふ
な
り
。
「
飯
粒
し
て
銘
釣
る
」
と
や
。
か
う
ゃ
う
の
こ
と
、
所
／
＼
に
あ
り
」
と
あ
る
の
を
ふ
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
か
う
ゃ
う
の
こ
と
あ
り
ぬ
」

に
つ
い
て
も
、
「
こ
の
筆
致
も
こ
の
作
品
が
そ
の
日
ご
と
の
書
き
継
ぎ
で
は
な
く
、
後
に
構
想
的
に
書
か
れ
た
こ
と
を
示
す
」
（
新
日
本
古
典
文
学
全
集
）
と
い

う
説
明
が
見
ら
れ
る
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
、
「
か
か
る
こ
と
」
や
「
か
う
や
う
な
こ
と
」
云
々
の
表
現
が
、
そ
の
日
で
は
な
く
、
後
か
ら
書
き
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ

ろ
、
っ
か
。

い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
同
日
内
の
出
来
事
と
し
て
完
結
し
て
い
る
、

一
月
一
六
日
の
条
で
は
、
「
か
も
る
こ
と
、
な
ほ
あ
り
ぬ
」
の
す
ぐ
後
に
、
「
揖
取
、
ま
た
鯛
持
て
来
た
り
。
米
、
酒
、
し
ば
／
＼
く
る
」
と
い
う
記
述
が
続

つ
ま
り
わ
ざ
わ
ざ
後
日
の
こ
と
を
想
定
す
る
必
要
は
ま
っ
た
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
二
月
八
日
の
ほ
う
の
「
か
う
ゃ
う
の
こ
と
、
所
／
＼
に
あ
り
」
に
つ
い
て
は
、
「
所
／
＼
」
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
、

な
く
、
そ
の
旨
が
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
他
日
の
こ
と
も
含
め
た
、
過
去
の
回
想
の
記
述
と
見
て
き
し
っ
か
え
な
く
、
し
か
も
、
そ
れ
は
そ
の
日
の
う
ち
の
回
想

一
月
一
六
日
だ
け
で
は

と
し
て
成
り
立
つ
の
で
あ
っ
て
、
旅
を
終
え
た
後
に
ま
で
引
き
延
ば
す
に
は
及
ば
な
い
。

〔
例
幻
〕
二
月
六
日

七
日
。
今
日
、
河
尻
に
船
入
り
立
ち
て
、
漕
ぎ
上
る
に
、
川
の
水
乾
て
、
悩
み
患
ふ
。
船
の
上
る
こ
と
、
い
と
難
し
。

か
、
る
聞
に
、
船
君
の
病
者
、
も
と
よ
り
こ
ち
／
＼
し
き
人
に
て
、
嗣
凶
ゃ
う
の
こ
と
、
さ
ら
に
知
ら
ぎ
り
け
り
。
か
も
れ
ど
も
、
淡
路
専
女
の
歌

に
賞
で
て
、
都
誇
り
に
も
あ
ら
む
、
か
ら
く
し
て
、
怪
し
き
歌
捻
り
出
だ
せ
り
。

右
の
「
か
う
ゃ
う
の
こ
と
」
を
、
歌
を
詠
む
こ
と
と
解
す
る
点
に
お
い
て
諸
注
釈
舎
に
違
い
は
な
い
。
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
れ
を
文
脈
指
示
の
用
法
と
と

る
と
、
当
日
内
の
前
方
文
脈
に
は
そ
れ
に
相
当
す
る
表
現
が
見
出
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
説
明
が
諸
注
釈
書
に
は
な
い
。
た
だ

萩
谷
全
注
釈
の
み
が
「
副
詞
「
か
う
や
う
」
は
、
直
前
の
上
文
を
承
け
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
七
日
の
条
の
中
に
は
、
そ
の
よ
う
な
条
件
が
見
当
た
ら
な
い
。

む
し
ろ
、
六
日
の
条
の
、
淡
路
専
女
の
詠
歌
し
た
事
実
を
、
つ
け
て
い
る
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、

一
連
の
出
来
事
を
、
六
日
・
七
日
両
日
に

土
左
日
記
の
指
示
表
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題



分
け
て
叙
述
し
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
」
と
説
明
す
る
。
「
一
連
の
出
来
事
を
、
六
日
・
七
日
両
日
に
分
け
て
叙
述
」
と
い
う
の
は
、
元
は
一
日
の
出
来
事

だ
っ
た
こ
と
を
、
後
日
の
編
集
の
際
に
二
日
分
の
記
述
に
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

た
し
か
に
、
両
日
の
記
述
に
は
、
都
が
近
づ
い
た
喜
び
か
ら
歌
を
詠
ん
だ
こ
と
、
「
淡
路
専
女
」
と
「
船
君
」
と
が
歌
の
応
答
を
し
た
こ
と
に
お
い
て
、
共
通
・

対
応
し
て
い
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
一
日
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
な
く
、
二
日
間
に
ま
た
が
っ
た
と
し
て
も
、
不
自
然
で

は
あ
る
ま
い
。
少
な
く
と
も
「
か
う
」
と
い
う
指
示
語
の
対
象
が
同
日
内
の
前
方
文
脈
に
な
い
こ
と
を
根
拠
に
、
そ
の
よ
う
な
編
集
を
想
定
す
る
ほ
う
が
、
不

当
で
あ
ろ
う
。

改
め
て
、
な
ぜ
「
か
う
ゃ
う
の
こ
と
」
が
歌
を
詠
む
こ
と
を
指
す
と
捉
え
ら
れ
る
の
か
を
考
え
て
み
る
と
、
「
か
う
ゃ
う
の
こ
と
、
さ
ら
に
知
ら
ぎ
り
け
り
」

の
直
後
に
、
「
か
、
れ
ど
も
」
と
い
う
逆
接
の
接
続
表
現
が
あ
っ
て
、
「
怪
し
き
歌
捻
り
出
せ
り
」
と
続
く
と
い
う
文
脈
か
ら
逆
算
的
に
導
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
七
日
の
官
頭
の
記
述
か
ら
の
つ
な
が
り
を
見
る
か
ぎ
り
、
「
か
、
る
聞
に
」
の
「
か
冶
る
」
も
、
「
か
う
ゃ
う
の
こ
と
」
の
「
か
う
」
も
、
そ
の

前
の
「
今
日
、
河
尻
に
船
入
り
立
ち
て
、
漕
ぎ
上
る
に
、
川
の
水
乾
て
、
悩
み
患
ふ
。
船
の
上
る
こ
と
、
い
と
難
し
」
を
指
示
す
る
と
と
る
の
が
も
っ
と
も
無

理
が
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
か
う
ゃ
う
の
こ
と
」
と
い
う
表
現
は
、
「
ゃ
う
」
が
下
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、
文
脈
以
外
の
内
容
も
合
意
す
る
の
で
、
船
の

進
行
が
停
滞
し
て
い
る
具
体
的
な
状
況
も
指
示
さ
れ
う
る
。

そ
し
て
、
「
さ
ら
に
知
ら
ぎ
り
け
り
」
の
理
由
が
「
も
と
よ
り
こ
ち
／
＼
し
き
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
こ
ち
ご
ち
し
」
は
歌
を
詠
む
と
い
う
風
流
を
解

し
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
現
実
の
状
況
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
に
ま
で
気
が
回
ら
な
い
と
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
今
、
船
が
ど
ん
な
大
変
な

状
況
な
の
か
も
わ
き
ま
え
ず
に
、
呑
気
に
も
歌
の
こ
と
ば
か
り
考
え
、
詠
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
日
の
「
か
、
る
関
」
に
つ
い
て
は
、
〔
例
初
〕
と
し
て
取
り
上
げ
た
が
、
諸
注
釈
舎
も
指
示
表
現
と
し
て
解
釈
す
る
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
す

る
と
、
こ
の
表
現
は
同
一
文
の
文
末
「
さ
ら
に
知
ら
ざ
り
け
り
」
を
修
飾
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
中
で
、
「
か
う
ゃ
う
の
こ
と
」
を
歌
を
詠
む
こ
と
と
捉
え

て
は
、
前
の
文
脈
と
の
つ
な
が
り
が
見
出
さ
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
「
か
‘
る
閲
」
を
転
換
型
の
接
続
表
現
と
見
て
、
話
題
が
転
換
す
る
こ
と
に
し
た
な
ら
、
ま

だ
そ
れ
な
り
に
辻
棲
が
合
う
は
ず
で
あ
る
。

前
文
脈
を
受
け
て
、
「
か
、
る
聞
に
」
「
さ
ら
に
知
ら
ざ
り
け
り
」
と
さ
れ
る
事
柄
と
し
て
想
定
で
き
る
の
は
、
そ
の
日
の
船
の
難
航
状
況
の
実
際
で
あ
る
。

「
か
も
れ
ど
」
、
船
君
の
詠
ん
だ
こ
首
は
、
素
直
に
帰
京
を
喜
び
を
歌
う
淡
路
専
女
の
歌
と
は
異
な
り
、
た
だ
水
が
浅
い
た
め
に
船
が
行
き
悩
ん
で
い
る
こ
と
を



ひ
と
り
嘆
く
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
都
近
く
な
り
ぬ
る
喜
び
に
堪
へ
ず
し
て
、
言
へ
る
な
る
べ
し
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
船
君
と
い
う
立

場
と
し
て
の
配
慮
・
責
任
に
は
欠
け
る
行
為
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
、
帰
京
後
に
振
り
返
っ
て
み
た
時
に
、
貫
之
は
思
い
及
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
さ
に
そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
、
こ
こ
の
「
か
う
ゃ
う
の
こ
と
」
云
々
と
い
う
表
現
が
後
に
補
わ
れ
た
と
い
う
可
能
性
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
背
景
〕

そ
の
上
で
、
問
題
と
し
て
と
三
つ
、

以
上
、
は
じ
め
に
、
本
論
の
前
提
と
な
る
こ
と
を
三
つ
、
日
本
語
の
指
示
語
体
系
、
古
代
語
の
指
示
語
、
土
佐
日
記
の
語
例
と
用
例
数
、
に
つ
い
て
確
認
し
、

コ
系
の
多
さ
、
漢
文
訓
読
あ
る
い
は
変
体
漢
文
の
用
語
、
作
品
の
成
立
過
程
、
を
取
り
上
げ
、
従
来
の
、
お
も
に
は
注
釈

書
の
解
釈
を
批
判
的
に
検
討
し
、
自
ら
の
見
解
を
示
し
た
。
そ
れ
ら
の
一
々
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。
最
後
に
、
土
佐
日
記
の
指
示
表
現
を
め

ぐ
る
諸
問
題
の
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
、
二
点
、
挙
げ
て
み
た
い
。

ま
ず
一
つ
は
、
指
示
請
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
近
年
は
、
李
長
波
〔
二

O
O
二
〕
や
、
問
崎
友
子
〔
二

O
一
二
な
ど
を
は
じ
め
、
日
本
語
指
示
語
の
歴

史
に
関
す
る
優
れ
た
研
究
が
公
け
に
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
い
う
最
新
の
成
果
が
注
釈
書
レ
ベ
ル
で
は
ま
だ
生
か
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
出
版

時
期
な
ど
を
考
え
れ
ば
、
あ
る
程
度
は
や
む
を
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
面
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
問
題
と
し
て
、
そ
も
そ
も
指
示
語
に
関
す
る
基
本
的
な
認

識
が
不
十
分
な
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
わ
れ
る
、
安
易
で
社
撰
な
説
明
が
見
ら
れ
る
。

コ
系
の
指
示
語
を
現
代
語
訳
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ソ
系
に
置
き
換
え
、

と
く
に
注
も
加
え
る
こ
と
な
く
済
ま
せ
る
よ
う
で
は
、
土
佐
日
記
に
お
け
る
コ
系
の
異
様
な
多
さ
に
気
付
く
は
ず
も
な
い
。

ソ
系
に
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

違
和
感
こ
そ
が
、
土
佐
日
記
に
お
け
る
指
示
語
使
用
の
特
徴
と
な
り
う
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

で
あ
る
。
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
の
は
ま
だ
良
心
的
と
言
え

る
が
、
そ
れ
も
従
来
の
注
釈
を
踏
襲
し
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
か
、
あ
る
い
は
指
示
語
理
解
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
露
呈
し
た
も
の
か
、
で
し
か
な
い
。

つ
い
で
な
が
ら
、
か
つ
て
半
沢
幹

〔二

0
0
乙
に
お
い
て
、
古
代
和
歌
に
お
け
る
「
か
く
」
の
現
場
指
示
性
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
問
題
に
し
た
こ
と

が
あ
る
が
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
和
歌
の
解
釈
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
単
純
か
っ
一
般
的
な
強
調
表
現
と
み
な
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

古
典
注
釈
が
＆
つ
ば
ら
文
学
研
究
者
の
手
に
成
る
こ
と
の
現
状
に
つ
い
て
、
と
や
か
く
言
う
つ
も
り
は
な
い
し
、
国
語
史
研
究
者
の
関
心
が
必
ず
し
も
本
文

読
解
の
ほ
う
に
向
い
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
た
だ
、
指
示
一
週
間
一
つ
と
っ
て
み
て
も
、
本
論
で
取
り
上
げ
た
よ
う
な
問
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
背
景
と
し

土
左
日
記
の
指
示
表
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題



四

て
は
、
古
典
へ
の
導
入
で
も
あ
り
研
究
成
果
の
集
大
成
で
も
あ
る
べ
き
注
釈
舎
が
、
そ
の
役
割
を
十
分
に
果
た
し
え
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
土
佐
日
記
の
文
体
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
半
沢
幹
一
〔
一
九
九
八
〕
お
よ
び
半
沢
幹
一

あ
り
ょ
う
を
取
り
上
げ
て
き
た
が
、
口
語
対
文
語
、
和
文
対
漢
文
訓
読
文
、
男
性
的
対
女
性
的
、
実
用
文
対
創
作
文
な
ど
の
よ
う
な
、
後
々
設
け
ら
れ
た
こ
項

対
立
的
な
把
握
の
し
か
た
が
見
直
さ
れ
る
気
配
が
一
向
に
認
め
ら
れ
な
い
。

〔二

O
O九
〕
に
お
い
て
、
土
佐
日
記
の
文
体
の

指
示
語
に
関
し
て
は
、
漢
文
訓
読
文
あ
る
い
は
変
体
漢
文
に
用
い
ら
れ
て
い
さ
え
す
れ
ば
、
そ
の
位
相
・
そ
の
文
体
の
用
語
と
し
て
、
ほ
ほ
自
動
的
に
認
定

さ
れ
て
い
る
感
が
あ
り
、
当
時
の
言
語
運
用
の
全
体
的
状
況
や
土
佐
日
記
の
創
作
過
程
の
個
別
の
事
情
に
関
す
る
配
慮
が
認
め
ら
れ
な
い
。
注
釈
書
に
お
い
て
、

変
体
漢
文
的
な
接
続
用
法
と
し
な
が
ら
も
、
現
代
語
訳
で
は
指
示
語
と
し
て
解
釈
す
る
と
い
う
矛
盾
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
の
も
、
そ
の
よ
う
な
先
入
主
が

背
景
に
あ
る
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
文
学
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
国
語
史
研
究
者
に
関
し
て
も
同
様
に
指
摘
で
き
そ
う
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

〔
附
論
1
の
1
〕

本
論
で
は
、
指
示
性
を
失
っ
た
も
の
と
し
て
、
接
続
詞
と
認
定
し
う
る
語
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
除
外
し
た
が
、
接
続
詞
と
し
て
も
コ
系
と
ソ
系
の
対

立
は
見
ら
れ
、
し
か
も
一
一
例
と
九
例
の
よ
う
に
、
ほ
ほ
措
抗
し
て
い
る
。
現
代
語
の
接
続
詞
に
お
い
て
は
、
指
示
語
由
来
の
語
は
圧
倒
的
に
ソ
系
が
多
い
こ

と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
土
佐
日
記
で
は
接
続
詞
と
し
て
も
コ
系
が
目
立
つ
と
言
え
る
。
ま
た
、
特
定
の
連
語
形
式
に
よ
っ
て
接
続
詞
と
は
し
た
も
の
の
、
指

示
語
本
来
の
指
示
性
が
残
存
し
て
い
る
と
み
な
せ
る
例
も
な
く
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、

一
瞥
し
て
お
き
た
い
。

〔
附
論
1
の
2
〕

接
続
助
詞
「
て
」
が
下
接
す
る
「
か
く
て
」
が
七
例
、
「
さ
て
」
が
五
例
、
土
佐
日
記
に
は
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
「
さ
て
」
の
ほ
う
は
全
例
が
次
の
よ
う

に
、
そ
の
前
後
で
明
ら
か
に
話
題
が
変
わ
っ
て
い
る
の
で
、
転
換
型
の
連
接
関
係
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。



〔
例
泊
〕

一
月
一
三
日

海
を
見
や
れ
ば
、

雲
も
み
な
波
と
ぞ
見
ゆ
る
海
女
も
が
な
い
づ
れ
か
海
と
問
ひ
て
し
る
べ
く

と
な
む
歌
詠
め
る
。
さ
て
、
十
日
あ
ま
り
な
れ
ば
、
月
お
も
し
ろ
し
。

〔
例
鈎
〕

一
月
一
六
日

あ
る
人
の
、
こ
の
波
立
つ
を
見
て
詠
め
る
歌
、

箱
だ
に
も
置
か
ぬ
方
ぞ
と
い
ふ
な
れ
ど
波
の
中
に
は
雪
ぞ
降
り
け
る

さ
て
、
船
に
乗
り
し
日
よ
り
今
日
ま
で
に
、
二
十
日
あ
ま
り
五
日
に
な
り
に
け
り
。

〔
例
初
〕

一
月
二
十
日

唐
十
一
と
こ
の
困
と
は
、
一
百
異
な
る
も
の
な
れ
ど
、
月
の
影
は
同
じ
こ
と
に
や
あ
ら
む
。
さ
て
、
今
、
当
時
を
思
ひ
や
り
て
、
あ
る
人
の
詠
め
る
歌
、

都
に
て
山
の
端
に
見
し
月
な
れ
ど
波
よ
り
出
で
て
波
に
こ
そ
入
れ

〔
例
剖
〕
ニ
月
五
目

指
取
の
言
は
く
、
「
こ
の
住
吉
の
明
神
は
、
例
の
神
ぞ
か
し
。
欲
し
き
物
ぞ
お
は
す
ら
む
」
と
は
、
今
め
く
も
の
か
。
さ
て
、
「
幣
を
奉
り
給
へ
」
と
言

A益。〔
例
犯
〕
二
月
一
六
日

い
と
半
く
見
ゆ
れ
ど
、
志
は
せ
む
と
す
。

さ
て
、
池
め
い
て
窪
ま
り
、
水
漬
け
る
所
あ
り
。
ほ
と
り
に
松
も
あ
り
き
。

そ
れ
に
対
し
て
、
「
か
く
て
」
の
方
は
、
次
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
が
、
接
続
表
現
か
指
示
表
現
か
、
ど
ち
ら
と
も
み
な
し
う
る
例
が
見
ら
れ
る
。

土
在
日
記
の
指
示
表
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題

五



...... 
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〔
例
お
〕

一
月
七
日

こ
の
長
植
の
物
は
、
み
な
人
、
童
ま
で
に
く
れ
た
れ
ば
、
飽
き
満
ち
て
、
船
子
ど
も
は
腹
鼓
を
打
ち
て
、
海
を
さ
へ
お
ど
ろ
か
し
て
、
波
立
て
っ
ぺ
し
。

か
く
て
、
こ
の
間
に
事
多
か
り
。
今
日
、
破
飽
持
た
せ
て
来
た
る
人
、
そ
の
名
な
ど
ぞ
や
、
今
思
ひ
出
で
む
。

〔
例
制
〕

一
月
九
日

こ
れ
を
見
送
ら
む
、
と
て
ぞ
、
こ
の
人
ど
も
は
追
ひ
来
け
る
。
か
く
て
、
漕
ぎ
行
く
ま
に
／
＼
、
海
の
ほ
と
り
に
と
ま
れ
る
人
も
遠
く
な
り
ぬ
。

〔
例
お
〕
岸
に
も
言
ふ
こ
と
あ
る
べ
し
。
船
に
も
思
ふ
こ
と
あ
れ
ど
、
か
ひ
な
し
。
か
、
れ
ど
、
こ
の
歌
を
ひ
と
り
言
に
し
て
や
み
ぬ
。

一
月
九
日

思
ひ
や
る
心
は
海
を
渡
れ
ど
も
文
し
な
け
れ
ば
知
ら
ず
ゃ
あ
る
ら
む

か
く
て
、
宇
多
の
松
原
を
行
き
過
ぐ
。

〔
例
お
〕
二
月
三
日

風
の
吹
く
こ
と
止
ま
ね
ば
、
岸
の
波
立
ち
返
る
。
こ
れ
に
つ
け
て
詠
め
る
歌
、

麻
を
経
り
て
か
ひ
な
き
も
の
は
落
ち
積
も
る
涙
の
珠
を
貫
か
ぬ
な
り
け
り

か
く
て
、
今
日
は
暮
れ
ぬ
。

〔
例
釘
〕
二
月
丸
日

こ
の
間
に
、
わ
だ
の
泊
の
あ
か
れ
の
所
と
い
ふ
所
あ
り
。
米
、
魚
な
ど
乞
へ
ば
、
行
ひ
っ
。

か
く
て
、
船
曳
き
上
る
に
、
渚
の
院
と
い
ふ
所
を
見
つ
＝
行
く
。

〔
例
犯
〕
二
月
一
一
日

十
一
日
。
雨
い
さ
、
か
に
降
り
て
、
止
み
ぬ
。

か
く
て
、
さ
し
上
る
に
、
東
の
方
に
、
山
の
横
ほ
れ
る
を
見
て
、
人
に
問
へ
ば
、
「
八
幡
の
宮
」
と
言
ふ
。



〔
例
却
〕
二
月
一
六
日

十
六
日
。
今
日
の
夜
さ
っ
か
た
、
京
へ
上
る
。
つ
い
で
に
見
れ
ば
、
山
崎
の
小
植
も
絵
も
、
ま
が
り
の
大
鈎
の
像
も
、
変
は
ら
ざ
り
け
り
。
「
売
り

人
の
心
を
ぞ
知
ら
ぬ
」
と
ぞ
言
ふ
な
る
。

か
く
て
、
京
へ
行
く
に
、
島
坂
に
て
、
人
、
饗
応
し
た
り
。

ど
の
「
か
く
て
」
も
、
「
か
く
」
が
そ
の
前
文
脈
の
内
容
を
そ
の
一
部
と
し
て
含
み
な
が
ら
の
、
ゆ
る
や
か
な
指
示
を
し
て
い
る
と
と
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
そ
の
文
脈
に
お
け
る
出
来
事
を
一
例
と
し
て
、
そ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
と
し
て
い
る
う
ち
に
、
と
い
う
解
釈
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
逆
に

言
え
ば
、
「
か
く
て
」
を
接
続
表
現
と
見
た
場
合
、
「
さ
て
」
が
「
と
こ
ろ
で
」
と
同
じ
く
転
換
型
と
認
め
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
連
接
類
型
を
示

す
か
が
問
題
に
な
る
。

市
川
孝
〔
一
九
七
八
〕
に
お
け
る
述
接
類
型
に
よ
れ
ば
、
現
代
語
の
「
か
く
て
」
あ
る
い
は
「
こ
う
し
て
」
と
い
う
表
現
は
順
接
型
に
分
類
さ
れ
る
。
土
佐

日
記
に
お
け
る
「
か
く
て
」
が
原
因
に
対
す
る
結
果
を
示
す
関
係
を
示
し
て
い
る
か
を
改
め
て
検
討
す
る
と
、
〔
例
お
〕
か
ら
〔
例
却
〕
の
ど
れ
も
相
当
し
が

た
い
。
た
だ
、
〔
例
お
〕
だ
け
は
、
「
雨
い
さ
、
か
に
降
り
て
、
止
み
ぬ
」
こ
と
が
、
「
さ
し
上
る
」
こ
と
の
理
由
と
す
れ
ば
、
順
接
型
の
接
続
表
現
と
み
な
せ

な
く
は
な
い
。

以
上
よ
り
、
「
て
」
と
い
う
接
続
助
詞
を
下
接
す
る
点
で
共
通
す
る
「
か
く
て
」
と
「
き
て
」
で
あ
る
が
、
同
じ
く
接
続
表
現
と
し
て
対
立
し
た
関
係
に
は

な
く
、
「
か
く
て
」
の
ほ
う
は
な
お
指
示
性
を
保
持
し
た
用
法
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
接
続
詞
と
し
て
除
外
し
た
「
か
く
て
」

が
指
示
性
を
有
す
る
用
法
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
土
佐
日
記
の
指
示
表
現
に
お
け
る
コ
系
の
割
合
は
さ
ら
に
高
く
な
り
、
そ
の
特
徴
が
よ
り
際
立
つ
こ
と
に
も
な

る

〔
附
論
1
の
3
〕

逆
接
型
の
接
続
表
現
と
し
て
、

コ
系
由
来
の
「
か
か
れ
ど
」
が
一
例
、
「
か
か
れ
ど
も
」
二
例
の
計
三
例
、

ソ
系
由
来
の
「
し
か
れ
ど
も
」
と
「
さ
れ
ど
」

土
左
日
記
の
指
示
表
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題

七
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各
一
例
の
計
二
例
、
順
接
型
の
接
続
表
現
と
し
て
、
コ
系
由
来
の
「
か
か
れ
ば
」
一
例
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
「
か
く
て
」

と
「
さ
て
」
の
場
合
と
は
異
な
り
、
同
じ
接
続
表
現
で
あ
り
、
し
か
も
同
じ
連
接
類
型
を
示
す
の
で
、
由
来
と
す
る
コ
系
と
ソ
系
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
ま
ず
は
、
逆
接
型
か
ら
確
認
し
て
み
る
。

一
例
、
ソ
系
由
来
の
「
さ
れ
ば
」

〔
例
制
〕
岸
に
も
言
ふ
こ
と
あ
る
べ
し
。
船
に
も
思
ふ
こ
と
あ
れ
ど
、
か
ひ
な
し
。
か
、
れ
ど
、
こ
の
歌
を
ひ
と
り
言
に
し
て
や
み
ぬ
。

一
月
九
日

思
ひ
や
る
心
は
海
を
渡
れ
ど
も
文
し
な
け
れ
ば
知
ら
ず
ゃ
あ
る
ら
む

か
く
て
、
宇
多
の
松
原
を
行
き
過
ぐ
。

〔
例
制
〕

一
月
一
八
日

こ
の
泊
、
遠
く
見
れ
ど
も
近
く
見
れ
ど
も
、
い
と
お
も
し
ろ
し
。
か
弘
れ
ど
も
苦
し
け
れ
ば
、
何
事
も
思
ほ
へ
ず
。

〔
例
位
〕
二
月
七
日

か
、
る
問
に
、
船
君
の
病
者
、
も
と
よ
り
こ
ち
／
＼
し
き
人
に
て
、
か
う
ゃ
う
の
こ
と
、
さ
ら
に
知
ら
ざ
り
け
り
。
か
、
れ
ど
も
、
淡
路
専
女
の
歌

に
賞
で
て
、
都
誇
り
に
も
あ
ら
む
、
か
ら
く
し
て
、
怪
し
き
歌
捻
り
出
だ
せ
り
。

〔
例
必
〕
二
月
四
日

四
日
。
椅
取
、
「
今
日
、
風
雲
の
気
色
は
な
は
だ
悪
し
」
と
言
ひ
て
、
船
出
だ
さ
ず
な
り
ぬ
。
し
か
れ
ど
も
、
ひ
ね
も
す
に
波
風
立
た
ず
。
こ
の
楕

取
は
、
日
も
え
計
ら
ぬ
乞
ち
な
り
け
り
。

〔
例
制
〕
二
月
四
日

女
子
の
た
め
に
は
、
親
幼
く
な
る
ぬ
べ
し
。
「
珠
な
ら
ず
も
あ
り
け
む
を
」
と
人
言
は
む
や
。
さ
れ
ど
、
「
死
し
子
、
顔
よ
か
り
き
」
と
言
ふ
ゃ
う
も

あ
り
。

〔
例
特
〕
二
月
一
六
日

家
に
到
り
て
、
門
に
入
る
に
、
月
明
け
れ
ば
、
い
と
よ
く
有
様
見
ゆ
。
聞
き
し
よ
り
も
ま
し
て
、
一
言
ふ
か
ひ
な
く
ぞ
致
れ
破
れ
た
る
。
家
に
預
け
た



り
つ
る
人
の
心
も
、
荒
れ
た
る
な
り
け
り
。
中
垣
こ
そ
あ
れ
、

一
つ
家
の
や
う
な
れ
ば
、
望
み
て
預
か
れ
る
な
り
。
さ
る
は
、
便
り
ご
と
に
物
も
絶
へ

ず
得
さ
せ
た
り
。

〔
例
必
〕
か
ら
〔
例
必
〕
と
〔
例
必
〕
か
ら
〔
例
必
〕
と
で
明
ら
か
に
異
な
る
の
は
、
当
該
接
続
表
現
に
続
く
文
脈
の
焦
点
で
あ
る
。
コ
系
由
来
の
前
者
は

三
例
と
も
、
書
き
手
自
身
の
行
為
な
り
感
情
な
り
に
焦
点
が
あ
る
の
に
対
し
て
、

ソ
系
由
来
の
後
者
は
三
例
と
も
書
き
手
以
外
の
事
柄
に
焦
点
が
あ
る
（
〔
例

必
〕
は
書
き
手
側
の
行
為
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
話
題
の
焦
点
は
相
手
側
の
対
応
に
あ
る
）
。
こ
の
相
違
は
、

コ
系
と
ソ
系
の
指
示
語
と
し
て
の
機
能

の
違
い
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
同
じ
ソ
系
に
お
け
る
「
し
か
」
と
「
さ
」
の
違
い
は
、
位
相
と
し
て
前
者
が
漢
文
訓
読
的
、
後
者
が
和
文
的
と
さ
れ
る
。
前
後
の
文
脈
に
お
け
る
用

語
を
見
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
に
即
し
た
使
い
分
け
で
あ
り
、
機
能
的
な
違
い
は
と
く
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。

次
は
と
も
に
順
接
型
の
接
続
表
現
で
あ
る
が
、
左
に
示
す
よ
う
に
、
コ
系
の
〔
例
必
〕
と
ソ
系
の
〔
例
U
〕
と
の
違
い
は
、
逆
接
型
の
場
合
と
ま
っ
た
く
同

様
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
〔
例
幻
〕
の
「
さ
れ
ば
」
が
原
因
・
結
果
の
関
係
と
し
て
結
び
付
け
て
い
る
事
柄
は
、
前
文
脈
に
お
け
る
、
鏡
を
「
海
に
う
ち
阪
め
」

る
こ
と
と
、
後
文
脈
に
お
け
る
「
う
ち
つ
け
に
、
海
は
鏡
の
面
の
ご
と
な
り
ぬ
」
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
書
き
手
側
の
感
情
や
行
為
を
表
わ
す
「
口
惜
し
」
や
「
あ

る
人
の
詠
め
る
」
な
ど
は
関
与
し
て
い
な
い
。

〔
例
特
〕
二
月
四
日

こ
の
泊
の
浜
に
は
、
極
／
＼
の
美
わ
し
き
貝
、
石
な
ど
多
か
り
。
、
か
、
れ
ば
、
た
ず
昔
の
人
を
の
み
恋
ひ
っ
＼
船
な
る
人
の
詠
め
る
、

〔
例
幻
〕
二
月
五
日

ま
た
、
言
ふ
に
従
ひ
て
、
い
か
ず
は
せ
む
、
と
て
、
「
眼
も
こ
そ
こ
つ
あ
れ
、
た
タ
一
つ
あ
る
鏡
を
奉
る
」
と
て
、
海
に
う
ち
献
め
つ
れ
ば
、
口
惜
し
。

さ
れ
ば
、
う
ち
つ
け
に
、
海
は
鏡
の
面
の
ご
と
な
り
ぬ
れ
ば
、
あ
る
人
の
詠
め
る
歌
、

土
左
日
記
の
指
示
表
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題

九
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参
照
文
献

李
長
波
〔
二

O
O
二
〕
「
日
本
語
指
示
体
系
の
歴
史
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会

市
川
孝
〔
一
九
七
八
〕
「
国
語
教
育
の
た
め
の
文
章
論
概
説
』
教
育
出
版

岡
崎
友
子
〔
二

O
一
一
〕
「
日
本
語
指
示
詞
の
歴
史
的
研
究
」
ひ
つ
じ
書
房

金
水
敏
・
田
窪
行
則
編
〔
一
九
九
二
〕
『
日
本
語
研
究
資
料
集
指
示
詞
」
ひ
つ
じ
啓
一
局

佐
久
間
鼎
〔
一
九
三
六
〕
「
現
代
日
本
語
の
表
現
と
語
法
』
厚
生
閣

築
島
裕
〔
一
九
六
三
〕
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
」
東
京
大
学
出
版
会

長
沼
英
二
〔
一
九
九
八
〕
「
「
土
左
日
記
」
の
「
序
」
の
範
囲
」
青
葉
こ
と
ば
の
会
編
『
日
本
語
研
究
法
〔
古
代
語
編
〕
」
お
う
ふ
う

半
沢
幹
一
〔
一
九
九
八
〕
「
日
記
ら
し
い
文
章
、
女
ら
し
い
文
章
か
？
」
青
葉
こ
と
ば
の
会
編
『
日
本
語
研
究
法
〔
古
代
詩
編
〕
』
お
う
ふ
う

半
沢
幹
一
〔
二

O
O
乙
「
古
代
和
歌
に
お
け
る
指
示
副
詞
「
か
く
」
」
『
国
語
語
紫
史
の
研
究
』
第
二
十
集
、
和
泉
書
院
）
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